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　今回の選挙で投票できる人は、満
20歳以上（平成元年8月31日まで
に生まれた人）の日本国民で、平成
21年 5月22日までに羽曳野市の住
民基本台帳に記載され、引き続き居
住されている人です。

　選挙の投票は、原則として投票日
に選挙人が投票所に行って投票する
ことになっています。
　しかし、投票日に他の市区町村で
仕事をしているとか、やむを得ない
用務で市外へ出掛ける（出張、旅行、
滞在）などの理由で、投票日当日に
投票所へ行ける見込みのない人は、
「期日前投票所で投票」をすることが
できます。

■期日前投票所での手続き■
　投票所入場整理券（届いている場
合）を持って、本人が市役所4階会
議室または総合スポーツセンター（は
びきのコロセアム）1階幼児室まで
お越しください。宣誓書（請求書）
に不在の理由などを書いて投票して
いただきます。
　体が不自由で、車いすなどご利用
で市役所4階へお越しの方は、担当
職員がご案内いたします。

■指定施設での不在者投票■
　指定施設の病院等に入っている人
の場合は、投票したい旨をその病院
長（施設長）に申し出ると、その病
院（施設）で不在者投票をすること
ができます。
○市内の指定施設
丹比荘病院▷府立呼吸器・アレルギ
ー医療センター（旧府立羽曳野病院）
▷島田病院▷老人保健施設悠々亭▷
豊川病院▷藤本病院▷老人保健施設

まほろば▷城山病院▷高村病院▷老
人保健施設あったか村▷養護老人ホ
ーム四天王寺たかわし寮▷四天王寺
悲田院養護老人ホーム・特別養護老
人ホーム▷特別養護老人ホーム河原
城苑▷羽曳野特別養護老人ホーム▷
ケアハウスはぴねす軽里▷ケアハウ
ススマイル▷特別養護老人ホームス
マイル▷ケアハウスロイヤルアンジ
ュ▷特別養護老人ホームアンジュ▷
特別養護老人ホームあすくの里▷介
護付有料老人ホームライフコート春
秋▷介護付有料老人ホームライフビ
ュー▷特別養護老人ホームあすくの
里（老人短期入所施設）

■郵便による不在者投票■
　身体障害者手帳または戦傷病者手
帳をお持ちの人で、身体に重度の障
害のある人、介護保険法上の要介護
者で、介護保険の被保険者証に要介
護状態区分が要介護５である者とし
て記載されている人は「郵便による
不在者投票」ができます。対象とな
る人は、
☆身体障害者手帳に
・�両下肢、体幹、移動機能の障害（以
下「両下肢等の障害」という）の
程度が１級もしくは２級
・�心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害の程度が１級も
しくは３級と記載されている人
☆戦傷病者手帳に
・�両下肢、体幹の障害の程度が特別
項症から第２項症
・�心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害の程度が特別項
症から第３項症と記載されている人
注）手帳の記載だけではっきりしな
いときは、障害の程度に該当すると
いう羽曳野市長の証明を受けてくだ
さい。
☆�介護保険法第７条第３項に規定す
る要介護者である者で、同法第

投票日は 8 月 30 日（日）
投票できる人

期日前投票所で投票できる人

面積…26.44k㎡

人口…119,671人（前月比+53）

　男…  57,484人

　女…  62,187人

世帯…  48,605　　

　（平成21年6月30日現在）
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市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

道の駅野外活動広場の温室ハウスでは、去年３
月に植えた新品種のぶどうや巨峰などが、すく
すくと育ち実を付け出しました。育成や管理は、
駒ヶ谷・飛鳥地区の若い生産者で結成された大
阪葡萄研究会の皆様にお願いしています。
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羽 曳 野 市 議 会 議 員 一 般 選 挙
衆 議 院 議 員 　 総 選 挙
最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査
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12条第３項の被保険者証に要介護
状態区分が要介護５である者

■郵便等による不在者投票に
　　　　　　おける代理記載制度■
　郵便等による不在者投票をするこ
とができる選挙人で、自ら投票の記
載をすることができない者として定
められた次の①または②に該当する
方は、あらかじめ市区町村の選挙管
理委員会の委員長に届け出た者（選
挙権を有する者に限る）に投票に関
する記載をさせることができます。
①�身体障害者福祉法上の身体障害者
で身体障害者手帳に上肢または視
覚の障害の程度が１級である者と
して記載されている者
②�戦傷病者特別援護法上の戦傷病者
で戦傷病者手帳に上肢または視覚
の障害の程度が特別項症から第２
項症までである者として記載され
ている者
　代理記載の方法による投票を行う
ためには、郵便等投票証明書の交付
申請に加えて、あらかじめ次の手続
きを行っておく必要があります。こ
れらの手続きは同時に行うことが可
能です。
○�代理記載の方法による投票を行う
ことができる者であることの証明
手続き（郵便等投票証明書に代理
記載の方法による投票を行うこと
ができる者である旨の記載を受け
ます）
○�代理記載人となるべき者の届出の
手続き（選挙人に代わって投票に
関する記載を行う「代理記載人」
となるべき者を届け出ます）
　なお、郵便による不在者投票には、
「郵便投票証明書」が必要です。選挙
管理委員会で早急に手続きをしてく
ださい。
※投票用紙の請求期限は8月 26日
㈬までです。

午前７時から午後８時まで

■各自の入場整理券をお持ちください■
　投票所入場整理券は、8月 24日
までに各家庭に郵送します。紛失し
ないようにして、投票所へ持参して
ください。
　何らかの事情で届かなかった場合
でも選挙人名簿に登録されていれば
投票できますので、投票所へお越し
ください。

　選挙公報は、候補者が提出した政
策などを原文のまま写真印刷して、
各家庭に配布します（8月 28日ま
でにお手元に届く予定です）。また、
主な公共施設に選挙公報を備えます
ので、ご利用ください。
　入場整理券および選挙公報が届か
ない場合は、選挙管理委員会へお問
い合わせください。また、点字版お
よび朗読テープによる「選挙のお知
らせ」も用意しています。

■候補者のポスタ−は公営掲示板に■
　各候補者のポスターは、選挙管理
委員会が設置した244カ所のポスタ
ー掲示板に貼られます（それ以外の
屋外掲示は違法になります）。選挙
期間中は、掲示しているポスターに
いたずらしたり破損したりすると処
罰されますので注意してください。

入場整理券は各家庭に郵送

選挙公報は各家庭に配布

問合せ：羽曳野市選挙管理委員会　☎ 958-1111

投票所の変更のお知らせ
第 17 投票所　
西浦東小学校 「体育館」 →東阪田
会館
第 20 投票所　
 佛号寺→飛鳥公民館 

　各投票所には、車いすを利用さ

れている人のための記載台と、目

の不自由な人のための点字器を用

意しています。投票日当日、投票

所で手話通訳が必要な方は、事前

に市選挙管理委員会に申し出てく

ださい。

開票は
8月30日（日）
午後９時から

市民体育館（西浦）
で行います。

羽 曳 野 市 議 会 議 員 一 般 選 挙

期日前投票 ( 不在者投票）が
できる期間と場所
衆議院議員総選挙
８月 19 日㈬～８月 29 日㈯
最高裁判所裁判官国民審査
８月 23 日㈰～８月 29 日㈯
羽曳野市議会議員一般選挙
８月 24 日㈪～８月 29 日㈯
いずれも時間は
午前８時 30 分～午後 8 時

期日前投票所
○羽曳野市役所本館４階会議室
○羽曳野市立総合スポーツセン
ターはびきのコロセアム 1 階幼
児室（南恵我之荘 4-237-4）

入場整理券を持ってお越しください。

期日前投票場所が変わります。
※支所では投票できませんので、ご
注意ください。

衆 議 院 議 員 　 総 選 挙
最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査

※入場整理券がハガキから個票に変わります。
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伊賀３丁目～４丁目、桃山台１丁目～４丁目、学園前３丁目・６丁目（悲田院）、
はびきの５丁目～７丁目、埴生野３１６～３２４番地・８０５番地・８２３～８３８番地・１２５１～１３１２番地

羽曳が丘９丁目・10丁目、羽曳が丘西１丁目～７丁目、学園前４丁目～５丁目、
埴生野９４２番地、河原城２０５～２０８番地・２１０～２５９番地・５８０番地の
５・５８５番地の１・３～５

羽曳が丘１丁目～８丁目、学園前１丁目～２丁目（高鷲寮）、
河原城２６０～２６３番地、埴生野８４０番地・１２４５～１２５０番地、
西浦４丁目164番地の３～22・165番地・166番地の２～27、西浦５丁目160番
地の１・161番地の２～10

高鷲３丁目１～２番、高鷲４丁目２～９番、高鷲５丁目１～４番、
野々上５丁目１～６番・１６～１７番・５丁目番地

郡戸、（河原城２０５～２０８番地・２１０～２６３番地・５８０番地の５・５８５番地の１・３～５）
以外の河原城、埴生野５５８～５９８番地・１０２３～１０３０番地・１０５７～１２４４番地

野々上３丁目～４丁目、（野々上５丁目１～13番・１６～１７番・５丁
目番地）以外の５丁目、伊賀２丁目８～１５番

高鷲１丁目、高鷲２丁目１～２番、（高鷲７丁目１～５番・７丁目８番
地・７丁目７５～７７番地）以外の７丁目、高鷲８丁目～１０丁目

古市５丁目～７丁目、古市１４７９～１５４１番地、古市１６７９～１７１７番地、古市１７２６～１７５０
番地、古市１７６１～１７７５番地、西浦１５７６～１６２５番地、大黒１７２番地の１～２３９番地の１７

古市１丁目～４丁目、誉田１丁目、古市番地の一部
碓井１丁目～２丁目、碓井３丁目５３２番地～、川向

（高鷲２丁目１～２番）以外の２丁目、（高鷲３丁目１～２番）以外の
３丁目、高鷲４丁目１番、高鷲５丁目６～11番・５丁目番地、高鷲６
丁目、高鷲７丁目１～５番・７丁目８番地・７丁目７５～７７番地

南恵我之荘１丁目～４丁目

島泉３丁目～８丁目

はびきの１丁目～４丁目、府立呼吸器・アレルギー医療センター

府営古市住宅、市営古市住宅、古市番地の一部、大黒の一部、南古市１丁目～３丁目

碓井３丁目１～５３１番地、碓井４丁目

野の一部、樫山、伊賀番地、向野１７３～２２５番地

通法寺の一部、壺井の一部

壺井の一部、通法寺の一部

大黒の一部

飛鳥の一部、古市番地の一部

駒ケ谷、大黒の一部、誉田番地の一部

広瀬の一部、通法寺の一部（太閤園）、古市番地の一部、大黒２４０～３０７番地、壺井の一部

東阪田の一部、古市番地の一部（水守）、通法寺の一部、壺井の一部、西浦番地の一部、広瀬の一部

（尺度４４２番地）以外の尺度、東阪田の一部

西浦番地の一部（新町）、蔵之内、尺度４４２番地（府立食とみどりの総合技術センター）

西浦３丁目・６丁目、（西浦４丁目164番地の３～22、165番地、
166番地の２～27）以外の４丁目、（西浦５丁目160番地の１、161
番地の２～10）以外の５丁目

向野１丁目～３丁目、（向野１７３～２２５番地）以外の向野番地、野番地の一部

伊賀１丁目、伊賀２丁目１～７番・１６～２８番、伊賀５丁目～６丁目

南恵我之荘５丁目～８丁目

恵我之荘１丁目～６丁目

島泉１丁目～２丁目・９丁目

古市番地の一部（竜王寺）、飛鳥の一部

誉田２丁目～７丁目

白鳥１丁目～３丁目、翠鳥園、軽里１丁目～３丁目、栄町１～８番

羽曳が丘コミュニティセンター
（MOMOプラザ）２階集会室　

島 泉 集 会 所

社 会 福 祉 協 議 会 西 部 事 務 所

埴 生 南 小 学 校 教 室

羽 曳 山 会 館

野々上１丁目・２丁目、野々上５丁目７～13番野 々 上 東 連 合 会 館

府 営 古 市 住 宅 集 会 所

羽 曳 が 丘 第 一 集 会 所

府 営 羽 曳 野 碓 井 住 宅 集 会 所

府 営 羽 曳 野 高 鷲 住 宅 集 会 所

野 公 民 館

丹 比 小 学 校 体 育 館

通 法 寺 公 民 館

壺 井 青 年 会 場

大 黒 公 民 館

飛 鳥 公 民 館

駒 ケ 谷 小 学 校 体 育 館

広 瀬 会 館

東 阪 田 会 館

尺 度 公 民 館

西 浦 小 学 校 体 育 館

西 浦 公 民 館

伊 賀 公 民 館

恵 我 之 荘 小 学 校 体 育 館

恵 我 之 荘 集 会 所

高 鷲 南 小 学 校 体 育 館

東 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
（石川プラザ）2階集会室　

野 々 上 公 民 館

人 権 文 化 セ ン タ ー

北 宮 中 部 公 民 館

高 鷲 中 学 校 教 室

竜 王 寺 出 荷 組 合 出 荷 場

誉 田 中 学 校 教 室

白 鳥 会 館 会 議 室

古 市 小 学 校 講 堂１

２

３

４

５

６

７

８

９

１0

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３5

西浦１丁目・２丁目、栄町９～10番新 西 浦 会 館３6

投 票 区 域投 票 所投 票 区

投 票 所 と 投 票 区 域
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投票区域：古市１～４丁目、誉田１丁目、
　　　　　古市番地の一部、碓井１～２丁目、
　　　　　碓井３丁目532番地～、川向

白鳥会館

国
道
１
７
０
号

N

古
市
駅

銀行・

　第２投票所（白鳥会館会議室）

投票区域：白鳥１～３丁目、栄町１～８番
　　　　　翠鳥園、軽里１～３丁目

N

　第３投票所（誉田中学校教室）

投票区域：誉田２～７丁目

誉　田
中学校

誉田八幡宮

市
役
所

国
道
１
７
０
号

至・道明寺

至
・
古
市
駅
前

  第４投票所（東部コミュニティセンター ・石川プラザ）

投票区域：古市５～７丁目、古市1479～1541番地、古市1679～
　　　　　1717、古市1726～1750、古市1761～1775、
　　　　　西浦1576～1625番地、大黒172の１～239の17

N

　第27投票所（府営羽曳野碓井住宅集会所）

投票区域：碓井３丁目１～531番地、碓井４丁目

至・道明寺

至・古市

石
　
川

１
号
棟２

号
棟

３
号
棟

４
号
棟

５
号
棟

西名阪自動車道

府
営
羽
曳
野

　
碓
井
住
宅

N

　第29投票所（府営古市住宅集会所）

投票区域：府営古市住宅、市営古市住宅、　　　　　
　　　　　古市番地の一部、大黒の一部、
　　　　　南古市１丁目～３丁目
　　　　　

公園下　開
保育園

府営古市住宅
集会所

府営古市住宅

集会所

石　

川 羽
曳
野
高
校

国
道
１
７
０
号 新

町
交
差
点

新大黒橋

東部コミュニティ
センター（石川プラザ）

N至
・
古
市

石
川

N

　第21投票所（大黒公民館）

投票区域：大黒の一部

羽曳野
　高校
　　・

至・川向

柏
原
駒
ケ
谷
千
早
赤
阪
線

大黒公民館

石
川

N

　第22投票所（壺井青年会場）

投票区域：壺井の一部、通法寺の一部

壺井青年会場

壺井八幡宮

柏
原
駒
ケ
谷
千
早
赤
阪
線

至・富田林市

至・大黒

N

第５投票所（竜王寺出荷組合出荷場）

投票区域：古市番地の一部（竜王寺）、飛鳥の一部

国道166号（竹内街道）

・飛鳥出荷場

竜王寺

壺井配水池

竜王寺
出荷組合出荷場

至
・
駒
ケ
谷

至
・
上
ノ
太
子

至
・
壺
井

N

第23投票所（通法寺公民館）

投票区域：通法寺の一部、壺井の一部

専光寺・

・
石
材
店

至・川向

柏
原
駒
ケ
谷
千
早
赤
阪
線

石
川

N

第19投票所（駒ケ谷小学校体育館）

投票区域：駒ケ谷、大黒の一部、誉田の一部

駒
ケ
谷
駅

駒
ケ
谷
小
学
校

・西應寺

・酒店

・
米
穀
店

飛
鳥
川

杜
本

神
社

至・上ノ太子

至・国分

駒
ケ
谷
地
区

古
市
地
区

投票所をご確認ください投票所一覧投票所一覧

　第20投票所（飛鳥公民館）

投票区域：飛鳥の一部、古市番地の一部

広　域　農　道

上ノ太子駅

至
・
駒
ケ
谷

墓
地

飛
鳥
公
民
館

N

白鳥
神社

・青少年
　センター

・
市
民
会
館

古
・

市
図
書
館

古
市
駅

古
市小学

校

N

　第１投票所（古市小学校講堂）

・駐輪場

佛
号
寺

 通法寺公民館
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N

第６投票所（高鷲中学校教室）

投票区域：島泉１～２丁目・島泉９丁目

高鷲駅

高
　
鷲

中
学
校

至
・
恵
我
ノ
荘

至
・
藤
井
寺

堺・大和高田線

島泉
　交差点

・

N

高鷲駅

至
・
恵
我
ノ
荘

至
・
藤
井
寺

・

大津
神社

投票区域：高鷲１丁目、高鷲２丁目１～２番、　　　　　
　　　　　（高鷲７丁目１～５番・同丁目８番地・同７５～
　　　　　７７番地）以外の７丁目、高鷲８丁目～１０丁目

　第７投票所（北宮中部公民館）

ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
社
協

北
宮
中
部

　

公
民
館

　　　　　

N

第８投票所（恵我之荘集会所）

投票区域：恵我之荘１丁目～６丁目　　　　　

恵我ノ荘駅

至
・
河
内
松
原

至
・
高
鷲

恵
我
之
荘

　
集
会
所

書
店
・

N

第９投票所（恵我之荘小学校体育館）

投票区域：南恵我之荘５～８丁目　　　　　

恵我ノ荘駅

至
・
河
内
松
原

至
・
高
鷲

銀
行
・

自
転
車
置
場
・　 恵

我
之
荘

　

小
学
校

N

　第13投票所（高鷲南小学校体育館）

高鷲駅
至
・
藤
井
寺

中略

高
鷲
南

中
学
校

　
・

投票区域：（高鷲２丁目１～２番）以外の２丁目、（高鷲３丁目１～２番）
　　　　　　以外の３丁目、高鷲４丁目１番、高鷲５丁目６～11番・５丁目
　　　　　　番地、高鷲６丁目、高鷲７丁目１～５番、７丁目８番地・７丁目
　　　　　　75～77番地

高
鷲
南

　

小
学
校

N

第32投票所（島泉集会所）

投票区域：島泉３～８丁目

重文・吉村家住宅

高鷲北
幼稚園

島泉交差点

堺・大和高田線

島泉集会所高
鷲
北

小
学
校

N

第33投票所（社会福祉協議会西部事務所）

投票区域：南恵我之荘１丁目～４丁目　　　　　

恵我ノ荘駅

至
・
河
内
松
原

至
・
高
鷲

羽曳野市支所

社会福祉協議会
西部事務所

・銀行銀行・

・コンビニエンス

高
鷲
地
区

丹
比
地
区

N

第25投票所（野公民館）

投票区域：野の一部、樫山、伊賀番地、
　　　　　向野173～225番地

野交差点

堺・羽曳野線

公園

至
・
野
中

至
・
堺 ・

ガ
ソ
リ
ン

　
ス
タ
ン
ド

米穀店・

新
ケ
池

野
公
民
館

N

第24投票所（丹比小学校体育館）

投票区域：郡戸、（河原城205～208番地・同210～263番地・
　　　　　580番地の５・585番地の１・３～５）以外の河原城、
　　　　　埴生野558～598番地・1023～1030番地・1057～1244番地

丹比
小学校

・JA丹比支店

病院・

スーパー・

ガ
ソ
リ
ン
・

ス
タ
ン
ド

東
除
川

五軒屋南交差点

N

第28投票所（羽曳が丘第一集会所）

投票区域：羽曳が丘１丁目～８丁目、学園前１丁目～２丁目（高鷲寮）、
　　　　　　　　河原城260～263番地、埴生野840番地、同1245～1250番
　　　　　　　　地、西浦４丁目164番地の３～22・165番地・166番地の
　　　　　　　　２～27、西浦５丁目160番地の１・161番地の２～10

中略

中
略

西北公園
中公園

北公園

至・藤井寺市府立呼吸器・アレルギー
　医療センター

大
阪
外
環
状
線

・
薬
店

羽
曳
が
丘

小
学
校

交
番
・

消
防
署
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・

羽曳が丘
コミュニティセンター

羽
曳
が
丘

第
一
集
会
所

羽
曳
が
丘
地
区

 まかせずに『自分で選ぼう』まかす人

信用金庫

N

　第31投票所（羽曳が丘コミュニティセンター〈２階集会室〉）

　　　　　　
　　　　　　

中略

西北公園

中
公
園

北公園

府立呼吸器・アレルギー
　医療センター

・
薬
店

羽
曳
が
丘

小
学
校

交
番
・

消
防
署
・

羽曳が丘
コミュニティセンター

テ
ニ
ス
コー

ト
・

・
バ
ス
待
機
所

・河原城中学校

至
・
郡
戸

・

羽
曳
が
丘

　
　
ネ
オ
ポ
リ
ス
公
園

投票区域：羽曳が丘西１丁目～７丁目、学園前４丁目～５丁目、
　　　　　埴生野942番地、河原城205～208番地・210～259番地・
　　　　　580番地の５・585番地の１・３～５、羽曳が丘９丁目・
　　　　　　　10丁目

N

第26投票所（府営羽曳野高鷲住宅集会所）

投票区域：高鷲３丁目１～２番、高鷲４丁目２～９番、
　　　　　　高鷲５丁目１～４番、野々上５丁目１～６番・
　　　　　　16～17番・５丁目番地

・

御
陵
前
バ
ス
停

・

グリーンハイツ

サンヴァリエ春日丘

府営羽曳野
高鷲住宅
集会所

至・野中寺交差点

院
骨
整
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N

　第16投票所（尺度公民館）

投票区域：（尺度442番地）以外の尺度、
　　　　　東阪田の一部

外
環
状
線

衣
料
品
店
・

尺度交差点

・喫茶

至・富田林

至・藤井寺

・緑化
　センター

尺度公民館

N

　第14投票所（西浦公民館）

投票区域：西浦３丁目・６丁目、（西浦４丁目164番地の３～
　　　　　　　22・165番地・166番地の２～27）以外の４丁目、
　　　　　　（西浦５丁目160番地の１・161番地の２～10）以外
　　　　　　　の５丁目

・うどん屋

・レストラン

・焼肉店

・

美
容
室

外
環
状
線

府
立

西
浦
高
校
・ 至
・
富
田
林

西浦公民館

石
川

N

　第18投票所（広瀬会館）

投票区域：広瀬の一部、通法寺の一部（太閤園）、
　　　　　古市番地の一部、大黒240～307番地、
　　　　　壺井の一部

パン工場

・願行寺

広
瀬
八
幡
宮

酒店・

広
瀬
会
館

N

　第36投票所（新西浦会館）

投票区域：西浦１丁目・２丁目、栄町９～10番

近鉄古市車庫

・マンション
ローレルコート古市

N

　第10投票所（伊賀公民館）

投票区域：伊賀１丁目、伊賀２丁目１～７番・16～　
　　　　　28番、伊賀５丁目～６丁目

羽曳野
中学校

コンビニ
エンス・

堺・羽曳野線

　ファミリー
・　レストラン

と
ん
か
つ
屋
・

伊賀今池
ピーチパーク

伊賀公民館

N

　第11投票所（人権文化センター）

投票区域：向野１丁目～３丁目、野番地の一部
　　　　　（向野173～225番地）以外の向野番地

高鷲駅

南食ミート
センター

人権文化センター

・病院

堺・羽曳野線

大津神社・

・
JA高鷲

・
青
少
年
児
童

　
セ
ン
タ

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
・

東
除
川

｜

N

第12投票所（野々上公民館）

投票区域：野々上３丁目～４丁目、（野々上５丁目
　　　　　１～13番・16～17番・５丁目番地）
　　　　　以外の５丁目、伊賀２丁目８～15番

堺・羽曳野線

至・藤井寺駅

至・羽曳が丘

新
池

野
中
寺
・

・
シ
ル
バ

　
人
材
セ
ン
タ

至
・
堺

至
・
外
環
状
線

野々上公民館

ー

ー

N

至・藤井寺駅

野中寺・

至
・
外
環
状
線

羽曳山会館

・喫茶・喫茶

・
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

L
I
C
は
び
き
の
・

羽曳山住宅前
バス停

第30投票所（羽曳山会館）

投票区域：はびきの１丁目～４丁目、府立呼吸器・
　　　　　アレルギー医療センター

埴
生
地
区

西
浦
地
区

N

　第15投票所（西浦小学校体育館）

投票区域：西浦番地の一部（新町）、蔵之内、
　　　　　尺度442番地（府立食とみどりの総合
　　　　　技術センター）

至
・
富
田
林

至
・
藤
井
寺

府立食とみどりの
総合技術センター・

・
市
民

　
体
育
館 外

環
状
線

・
交
番

西
浦
南
交
差
点

・市民プール

西
浦
小
学
校

　第34投票所  （埴生南小学校教室)

投票区域： 伊賀３丁目～４丁目、桃山台１丁目～４丁目、学園前３丁目・
　　　　　　　　６丁目（悲田院）、はびきの５丁目～７丁目、埴生野316～
　　　　　　　　324番地・805番地・823～838番地・1251～1312番地

・四天王寺悲田院

埴生南
　幼稚園・

府道・堺羽曳野線

埴
生
南
小
学
校

伊賀交差点

至
・
外
環
状
線

羽
曳
山
住
宅
前

　
　
　
　
バ
ス
停

至
・
羽
曳
が
丘

喫
茶
・

・
河
原
城

　
中
学
校

夫婦池

大塚池
・はびきの
　保育園

外
環
状
線

新
西
浦
会
館

西
浦
北
交
差
点 栄

町
交
差
点

古
市
駅

１
７
０
号

外
環
状
線

　第35投票所（野々上東連合会館）

投票区域：野々上１丁目・２丁目、
　　　　　野々上５丁目７番～13番

N N

第17投票所（東阪田会館）

東阪田会館
線
状
環
外
阪
大

号
０
７
１
道
国

浦
西
・

校
学
小

　
線
野
長
鉄
近

新町南

東阪田

投票区域：東阪田の一部、古市番地の一部（水守）、
　　　　　通法寺の一部、壷井の一部、西浦番地
　　　　　の一部、広瀬の一部

坂門ヶ原保育園
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羽　曳　野　市　職　員　募　集
　下記の要領で職員を募集します。詳しくは、８月17日㈪から羽曳野市ウェブサイトに掲載する「職員採用試験
実施要綱」をご覧ください。インターネットの閲覧ができない方は、市役所および支所に要綱を設置しますので、
ご利用ください。要綱は、郵便でも請求できます。返信用封筒（140円切手貼付，Ａ４サイズ）に住所、氏名を記
載して、人事課まで送付してください。
（受験できる人）
○　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人
○　自力で通勤が可能で、職務遂行にあたって介護者を必要としない人
○　活字印刷文による出題に対応できる人
（募集区分）　

要綱配布場所　 総合案内カウンター（市役所１階）、支所
受 付 期 間  平成21年9月１日㈫～9月7日㈪
試 験 日 平成21年9月20日㈰
問 合 せ 〒583-8585　羽曳野市役所　市長公室人事課　☎072-958-1111

試験区分 採用予定数 受　験　資　格
事務職Ａ 約 10 人 昭和 54 年４月２日以降に生まれた人
事務職Ｂ 約１人 昭和 54 年４月２日以降に生まれた人で、身体障害者手帳の交付を受けている人

技術職（土木） 約２人
昭和 49 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学 ( 短期大学を除く。) に

おいて、土木を専攻する学部・学科を卒業しているか、平成 22 年 3 月卒業見込みの人

試験区分 採用予定数 受　験　資　格

保育士 約３人
昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を有しているか、平成 22 年３月

31 日までに取得見込みの人

幼稚園教諭 約２人
昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭免許を有しているか、平成 22 年

３月 31 日までに取得見込みの人

１　大学卒業・卒業程度区分

２　有資格者区分

　羽曳野市では、第４期高年者いきいき計画 ( 計画期間 : 平成 21 年度～平成 23 年度 ) に基づく地域密着型サービス
の基盤整備を推進するため、事業者を公募により選定します。
公募するサービスの種類
①地域密着型介護老人福祉施設（東圏域１カ所　西圏域１カ所）
②認知症対応型共同生活介護　（東圏域２カ所　西圏域１カ所）
③小規模多機能型居宅介護　　（東圏域３カ所　西圏域１カ所）
※（　）書きは第４期計画期間における整備数
※②③については、介護予防サービスも含みます。
※�第４期計画期間中に当該施設の整備・開設が可能な事業候補者を一括して公募します。応募がなかったサービスや

事業者指定ができなかったサービスは次年度以降も公募します。
公募説明会
　参加希望の法人は、法人名、法人所在地、代表者名、担当者名、連絡先、応募しようとするサービスの名称と計画
予定地を明記し、ＦＡＸまたはＥ -mail で担当部局まで申し込んでください。（様式任意）
　日　時：平成 21 年 8 月１8 日㈫　午後２時（時間厳守）約１時間程度
　場　所：羽曳野市役所　別館２階　会議室
　申込先：高年介護課計画・事業者支援担当
　　　　　ＦＡＸ　072-950-2536　　　
　　　　　E-mail　kounenkaigo@city.habikino.osaka.jp
　　※公募詳細については、８月中旬より市ウェブサイトで公表します。

地域密着型サービス事業者を公募します

人数は予定であり、受験者の成績により変動します。

新型インフルエンザの発生が確認されました！
7 月 11 日、市内で新型インフルエンザの発生が確認されました。新型インフルエンザは、季節性インフルエンザと同
様に治療および予防することができますので、冷静に対応しましょう。
市民の皆さまにおかれましては、引き続き、外出後の手洗いやうがいの励行、人ごみでのマスクの着用等を行うなど、
感染の拡大防止にご協力ください。
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●国民健康保険高齢受給者証を発送しました
　70 歳以上 75 歳未満の方の国民健康保険高齢受給者証
を 8 月 1 日付けで更新し、７月下旬に発送いたしました。
　このたびお届けいたしました高齢受給者証の留意事項は
次のとおりです。
○�次回更新の日までに満 75 歳になる方は、有効期間が

75 歳の誕生日の前日までになっています。（75 歳の誕
生日から長寿医療の対象者です。）

○�昨年同様、平成 22 年 4 月以降の医療費一部負担金の割
合は、政府の政策により変更になることがあります。

●医療費一部負担金の割合が「3 割」と記載された高齢受
給者証が送られてきた方へのお知らせ
　70 歳から 74 歳の方で、地方税法上の各種所得控除後
の所得（課税標準額）が 145 万円以上の方。またはその
方と同じ世帯の 70 歳から 74 歳の方は、現役並み所得の
世帯とされ、医療費の一部負担金の割合は「３割」となり
ます。ただし、次の収入基準に該当する方は、必要な書類
を添付して申請することにより、申請月から「１割」（平
成 22 年４月からは２割の予定）に変更することが可能で
す。

（＊）収入基準
１、�70 歳から 74 歳までの国保加入者が世帯に一人で、

その方の平成 20 年 1 月から平成 20 年 12 月までの
年収が 383 万円未満の場合。

２、�70歳から74歳までの国保加入者が世帯に二人以上で、
平成 20 年 1 月から平成 20 年 12 月までの年収が合
わせて 520 万円未満の場合。

３、�70 歳から 74 歳までの国保加入者が世帯に一人で、
その方の平成 20 年 1 月から平成 20 年 12 月までの
年収が 383 万円以上であり、かつ特定同一世帯所属
者を含めた年収を合わせて 520 万円未満の場合。

（＊）特定同一世帯所属者とは、長寿医療制度に移行する
ことにより国保（組合国保を除く）の資格を喪失した方で、
移行時当事の世帯から継続して同じ世帯に属する方。

（＊）申請に必要な書類
・�平成 21 年度（平成 20 年中の収入）の所得申告書の控

または市府民税申告書の控
・国民健康保険被保険者証
・高齢受給者証
・認め印

●老人医療「一部負担金相当額等一部助成」医療証（黄色）
をお持ちの方へ
　7 月末に平成 21 年 8 月 1 日からお使いいただける新し
い医療証（空色）をお送りしました。8 月 1 日以降は必ず
今回お送りした新しい医療証をお使いください。（※ 自立
支援医療（精神通院）および結核に係る医療を受けておら
れる方については、受給者証または患者票の有効期限を限
度とした有効期間の医療証を発行しています。）
●老人医療証（ピンク色）をお持ちの方へ
　7 月末に平成 21 年 8 月 1 日からお使いいただける新し
い医療証（オレンジ色）をお送りしました。8 月 1 日以降
は必ず今回お送りした新しい医療証をお使いください。な
お、誕生日が昭和 14 年 10 月 31 日以前の 70 歳未満の方
で、市府民税非課税世帯（社会保険の方は被保険者も非課税）
の方は、申請により老人医療証の交付が受けられます。
　また、市府民税非課税世帯の方が入院されるときは、入
院時一部負担金（医療費・食事代）の減額制度が使えます
ので加入している健康保険で申請してください。

お問合せ担当 ( 内線 1320)

保険年金課

保険年金課 (福祉医療担当 )

医療のお知らせ
●「限度額適用認定証」、「限度額認定・標準負担額減額認
定証」の 8 月更新について
　70 歳未満の方で、入院時にご利用いただく「国民健康
保険限度額適用認定証」、「限度額認定・標準負担額減額認
定証」（紫色）の有効期限は 7 月 31 日です。引き続き交付
が必要な方は 8 月 1 日以降、認定証の更新をお願いします。
更新時必要なもの
１．国民健康保険被保険者証
２．認め印
３．�入院時食事代の領収書（既に90日以上入院されており、

非課税の世帯の方のみ）
●市府民税非課税世帯に属する国保加入者で、入院される
方がいる場合の入院時食事代の減額について
◎市府民税非課税世帯に属する方で入院されている方がい
る場合は、入院時食事負担金の減額制度がありますので保
険年金課にご相談ください。

お問合せ担当 ( 内線 1760、1740)

　定額給付金の申請期間は平成 21 年 10 月 1 日までと
なります。申請期間を過ぎますと受給できなくなりま
すので、お早めに申請手続きをしてください。申請書
が届いていない方、紛失した方は右記までお問い合わ
せください。
　また、申請をお済ませいただいた方は、通帳記入で
振込をご確認ください。（振込日の通知書等は送付して
いません。）

定額給付金の申請はお済みですか？定額給付金の申請はお済みですか？
｢ 振り込め詐欺 ｣ や ｢ 個人情報の詐取 ｣ にご注意く
ださい！
　不審な問い合わせなどがありましたら、迷わ
ず、市や最寄りの警察署（または警察相談電話（♯
9110））にご連絡ください。
お問い合わせ
　定額給付金等事業推進チーム
　☎072-958-1111（代表）内線（3530～ 3532）

7 月号広報の訂正のお知らせ
７ページ「国保若年被保険者健診意向調査を実施しました」の記事
の中、調査結果報告８行目、受診しないと答えた者が 439 人は、
443 人の誤りでした。訂正しお詫び申し上げます。
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７月９日　友好交流都市ヒーツィングから親善訪問！

Herzlich willkommen in HABIKINO
（ようこそ　はびきのへ）

　１９９５年６月２７日に、市民間交流と友好都市関係の発展、世界平和への貢献を誓い合い、友好交流都
市協定を締結したオーストリア共和国ウィーン市１３区ヒーツィングから、先月９日、ハインツ・ゲルスト
バッハ区長夫妻をはじめ９人の親善訪問団が羽曳野市を訪問されました。

　一行は、市役所で歓迎を受けた後、ウィーン市１３区ヒーツィングにあるドミニカーナ学園と大阪教育大
学の学生を通じて学校間交流している「羽曳野市立駒ヶ谷小学校」を訪問し、駒ヶ谷小学校６年生と交流を
され、また、「道の駅しらとりの郷・羽曳野」を視察されるなど、一日羽曳野を満喫されました。

市内で活動さ
れ て い る 手
芸ボランティ
ア「手づくり」
による記念品
は、たいへん
喜 ば れ ま し
た。

駒ヶ谷小学校歓迎交流イベント

市長挨拶

区長さん挨拶

区長さんからの
記念品贈呈

区長さん挨拶

太鼓演奏

区長さんからの
記念品贈呈

歓迎式典
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－深めませんか・・・介護の絆－　羽曳野市家族介護者教室　参加者募集
　あたたかい心が通う介護のために、介護を必要とする
方、介護をする方、それを見守る地域の方などが、それ
ぞれ「介護」について理解を深め、つながりあい、絆を
深めていただく講座です。

　本講座は、市内の在宅介護支援センター・グループホー
ム事業者の企画提案に基づき、市と事業者が協働で開催し
ます。（今年度は約40回行う予定。順次お知らせします。）
お住まいの身近な地域での介護講座にふるってご参加くだ
さい。

【費　用】無料
【申込み】企画・申込先まで電話でお申し込みください。定員になりしだい締め切ります。
　在宅介護支援センターまほろば：☎ 956-2287（※ 問合せのみ）　　グループホームこころあい：☎ 931-0075
　グループホームぶどうの家：☎ 950-0157　　　グループホームみやび：☎ 950-0382　　　 【担当：高年介護課】

日　時 テーマ 場　所 講　師 企画・申込先
８／６（木）

14:00 ～ 15:30
高齢者介護と住環境

“脱水症状と栄養・住宅改修について”
介護老人保健
施設まほろば

管理栄養士　高嶋氏
住環境コーディネーター　松本氏

在宅介護支援センター
まほろば（※申込不要）

８／ 26（水）
13:30 ～ 15:00

認知症の方とのコミュニケーションのと
り方・介護体操・相談

高年生きがい
サロン５号館

グループホームこころあい介護職
員　泉香奈子氏・松場久美氏

グループホームこころ
あい

８／ 27（木）
13:00 ～ 16:00

家族介護相談会“在宅介護に関する個別
相談”

市役所別館２
階　研修室３ 介護支援専門員 グループぶどうの家

８／ 28（金）
13:30 ～ 15:00

認知症薬剤治療の現状
“適切な薬剤の使用法・効能を学習する”

東部ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
（石川ﾌﾟﾗｻﾞ） 製薬会社エーザイ㈱職員 グループホームみやび

道の駅しらとりの郷・羽曳野　　８月開館・営業および休業日変更のお知らせ

　市では、改造工事や切り替え工事の負担を少しでも軽く
し、速やかに公共下水道に接続していただくための助成制
度を設けております。
＊助成制度の対象となる工事
　くみ取り便所改造工事と浄化槽切り替え工事で、家屋の
新築や便所の増築については対象となりません。
＊助成の方法、金額
　助成制度には、補助金の交付と融資の斡旋（銀行貸し付け）
があり両方受けることができます。
◎�補助金の交付は、建物の形態や便所の処理方法や個数に
より異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

快適な街づくりへ　広がる下水道快適な街づくりへ　広がる下水道
　市では快適で衛生的な街づくりを目指して公共下水道の整備
を進めています。
　8月 1日から新たに、恵我之荘・南恵我之荘・島泉・高鷲・
向野・伊賀・野・郡戸・樫山・はびきの・学園前・羽曳が丘・野々

上・東阪田・古市地区のそれぞれ一部の地域で供用開始を行
います。これで供用開始区域は855ｈ aに広がり、整備率
は73.7％に達しました。（処理開始区域図は下水道総務課に
備え付けています）

排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に指定工事店で
　公共下水道の供用が開始され、排水設備工事ができるように
なった区域を「処理区域」といいます。処理区域になると、供
用開始日から３年以内に排水設備工事をしていただかなければ
なりません。快適で衛生的な環境づくりや河川・水路の水質保
全のためにも、速やかに排水設備工事を行っていただくようお
願いします。
　排水設備工事は、指定工事店でなければ施工することが出来

ません。指定工事店は、所定の試験に合格した責任技術者が
いる業者で、羽曳野市下水道条例や、指定工事店に関する規
則に定める基準に適合しており、排水設備工事実務指針に沿
った工事を行うための必要な技術を習得しております。平成
21年７月現在257社（一覧表は下水道総務課に備え付けて
います）が指定されており、工事の見積りや市への申請手続
きを皆さんに代わり行うことができます。

排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
　例　一戸建て住宅　汲み取り便所　　10,000円
　　　浄化槽　　　　　　　　　　　　  8,000円
◎�融資の斡旋は、便所の処理方法に関係なく50万円を
限度とし工事にかかった費用分を斡旋します。
◎補助・融資斡旋要件
①市税、下水道受益者負担金の滞納がないこと。
②供用開始から３年以内に工事を行うこと。
③�融資の斡旋を受けるときは、府内在住の連帯保証人が
あること。
　詳細については、前もってお問い合わせください。

問い合わせ　下水道総務課　（内線 2370）

施　設　名 施　設　概　要 開館・営業日および時間 休　館　日

野外活動広場（総合棟）
☎ 957-6900

芝生広場・子供遊具 8:30 ～ 19：00
（9 月末日まで）

毎週木曜日バーベキュー広場 9：30 ～ 17：45
休憩情報案内等 交通情報・観光情報などの提供 9：30 ～ 18：00

トイレ棟
（公衆電話・駐車場）

２４時間利用出来るトイレ・
公衆電話・駐車場 24 時間利用 無　休

商工物産館「タケル館」

地元特産品の販売等
☎ 957-8180

13 日木曜日臨時営業
9：30 ～ 18：30

20 日（木曜日）
臨時休業あり（ポスターにて）

喫茶・軽食
☎ 957-8800

13 日木曜日臨時営業
7：00 ～ 18：30

20 日（木曜日）
臨時休業あり（ポスターにて）

はびきのうどん
☎ 958-2233

13 日木曜日臨時営業
11：00 ～ 18：30

20 日（木曜日）
臨時休業あり（ポスターにて）

JA 大阪南農産物直売所
「あすかてくるで」

地元の野菜・果物・花木の販売
☎ 957-8318

13 日木曜日臨時営業
10：00 ～ 18：00

20 日（木曜日）
臨時休業あり（ホームページ・ポスターにて）
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平成21年度　新規採用職員紹介

子どもたちが、毎日、笑顔で
楽しく幼稚園生活を送れるよ
う、一生懸命頑張ります。

高鷲北幼稚園
松田　牧恵

子どもたちの笑顔のために元
気に頑張ります。どうぞよろ
しくお願いします。

埴生幼稚園
杉本　めぐみ

羽曳野市の可愛い子ども達の
ため、元気いっぱい！笑顔いっ
ぱい！頑張ります。

高鷲幼稚園
高橋　倫代

　常日頃から道路は人や車の通行を目的に整備されていま
す。また、災害時には避難路や火災発生時の延焼防止の空間
になると共に、道の駅や歴史街道のように安らぎや探究心を
与える場になるなど、さまざまな役割を果たしています。こ
のように道路は、私たちの暮らしに欠かすことの出来ない大
切なものですが、その一方で心ない人々によって、ごみや空
き缶のポイ捨て、看板類の設置や商品のはみ出し等による不
法使用、さらには違法駐車や自転車の放置等が日常的に見ら
れます。これでは安全で綺麗なはずの道路もその機能が十分
に発揮できません。そこで、毎年8月1日㈯～31日㈪を「道
路ふれあい月間」、8月10日㈪を「道の日」として、道路を
利用している市民の方々に改めて道路とふれあい、道路の役
割および重要性を再認識していただき、さらには道路をいつ
くしむという道路愛護思想の普及および道路の正しい利用の
啓発を図るとともに、道路を常に広く、美しく、安全に利用
する気運を高めることを目的として、様々な推進運動を実施
することとしていますので、皆様もぜひご協力ください。
問合せ　大阪府道路環境課管理グループ　
　　　　℡06-6944-6789

８月は「道路ふれあい月間」です８月は「道路ふれあい月間」です教えて！消費生活教えて！消費生活

Ｑ：チラシ広告を見て、あき店舗を利用した会場に行ったら、
鍋やコップなどの日用品を無料でくれ、最後に健康の話にな
り、磁気マットレスを勧誘されました。
｢ ほんとうは、50 万円するが、きょうは半額 ｣ と言われ、断
れずに購入しました。よく考えると高いし、どんな効果があ
るか不安です。３日間使用したが、解約はできますか。
Ａ：無料や低価格で商品を配布し、講習会などの名目で人を
集め、巧みな話術で雰囲気をもりあげ、高額な商品を売りつ
ける販売方法をＳＦ商法、催眠商法と呼び、契約日を含め、
８日間はクーリングオフできます。たとえ使用していても、
通常使用の範囲であればクーリングオフはできます。契約を
断ろうとすると数人がまわりを取り囲んで購入を強要したり
する業者もいるので注意が大切です。
　トラブルにあわないためには、無料などの言葉に誘われ、
会場に行かないことです。商品をもらう
と断りづらくなります。
｢ ただより高いものはない ｣ ことを肝に
銘じておきましょう。
消費生活相談
毎週月・金曜日　午前 10 時～午後 3 時

（要電話予約　産業振興課　内線 2780）

　平成 22 年 4 月からの管理運営を行う指定管理者を募集します。現在、
募集を決定した施設は次のとおりです。なお、その他の施設の追加募集
や募集要綱などの配布、募集にかかる詳細については、決まりしだい市
ウェブサイトでお知らせします。

公 の 施 設 の 指 定 管 理 者 を 募 集

施設名 施設数 問い合せ先
市民体育館 1

スポーツ振興課
グレープヒルスポーツ公園 1
テニスコート 2
市民プール 1
市民会館 1

市民協働ふれあい課
古市集会所 1
羽曳が丘コミュニティセンター

（はびきの庵円想を含む） 1 市民協働ふれあい課

丹比コミュニティセンター 1 市民協働ふれあい課
東部コミュニティセンター 1 市民協働ふれあい課
高年生きがいサロン１号館 1 高年介護課
高年生きがいサロン２号館 1 高年介護課
高年生きがいサロン３号館 1 高年介護課
高年生きがいサロン５号館 1 高年介護課
高年生きがいサロン６号館 1 高年介護課

行財政改革推進室

　からだのことや性のこと・・・ひとりで悩ん
でいませんか？からだのこと、月経のこと、セ
ックスのこと、避妊のこと、性感染症について、
中絶について、その他なんでも OK ！

「誰にも聞けない！誰にも話せない！！」と思
わずに気軽に電話してください！ 

【ウィメンズセンター大阪】
大阪市阿倍野区旭町２－１－１
TEL：０６－６６３２－７０１１

2009　夏休み特別企画“集中無料電話相談”

女の子・からだと性の110番

06-6632-7012
7・8月　水曜日

（7/29・8/5、19、26）
午後2時～午後8時まで

女
性
の
相
談
員
が
あ
な
た

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す

（
秘
密
厳
守
）
相
談
料
は
無

料
で
す
（
電
話
代
は
か
か

り
ま
す
）

○�ごみ袋は 45 リットル相当の無色透明なものを使用してく
ださい。

○小さなごみは、まとめてごみ袋に入れてください。
○�もえないごみ、もえる大きなごみには、１点に１枚不要品

と張り紙してください。
○�車両火災の原因になります。石油ストーブの電池と灯油、

ガスコンロの電池は、必ず抜いてください。
○�事故が発生しています。ガラス類、セトモノ類、包丁等、

危険とみなされるものを出される場合は、必ず新聞紙等に
くるみ、袋または箱に入れて危険と張り紙をしてください。

○ライターのガスおよびオイルは、必ず使い切ってください。
○�火災事故が発生しています。スプレー缶は必ず使い切って

から、風通しの良い屋外で穴を空けてください。
○剪定した木くず、雑草はごみ袋２個までです。
○�収集できないものや、有料となるものがありますので、特

殊なものを出される場合、その他ご不明な点があるときは
下記までお問い合わせください。

環境衛生課（内線 2841，2842）

ごみの出し方について
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10：00～11：30

10：00～12：00

21日㈮

11日㈯

29日㈯

14：00～15：30

24日㈪

7日㈮

10：30～11：30 ＜健康スポーツ＞　卓球であそぼう　誰でも自由にあそべるよ～！

15：00～16：00

30日㈭

19日㈬

10：00～11：00

午前

＜体験教室＞ Myとう芸にチャレンジ！(1回目)
材料費：300円 (当日持参)
2回コースです。　2回目：8/7（金） 
9時30分～11時30分
どちらも参加できる方
4～6年生対象　定員先着15人
申し込み受付 7/18～7/23 （電話のみ）

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日

10：30～11：30

9：30～11：30

3日㈪

15：30～16：30

＜トライルーム＞
めいろを作ってみよう (2回目)

9：30～11：30

10：00～16：00

10：30～11：30

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

「第11回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ストリートライブ　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
　ルーレット・まとあて・たこせん・チューペ
　ット、ほかにもお楽しみがいっぱい！
　みんなで遊びに来てね！
※お茶を持ってきてください。

＜トライルーム＞貯金箱を作ろう！
1～3年生対象　定員先着30人 (午前・午
後：各15人ずつ)
※申し込み受付時、午前・午後をお知らせく
ださい。(先着順)
※事前に屋根の色付けをします。
18日(火)、または19日(水)　9時30分～
11時の間(約30分程度)都合の良い日時に
参加してください。(汚れても良い服装)
申し込み受付 8/15～8/20 （電話のみ）

14：30～15：30

「第11回 ふれあいお茶会」　
場所：児童館内　(雨天決行)
夏休み中、練習してきたこどもたちがお茶
をたてます。みんなでゆったりとしたひと時
を過ごしませんか？お抹茶とお菓子を用意
して待っています。
・手作りコーナー：エコテープのマスコット作り
・2階ホール：作品展  みなさん遊びに来てね！

＜健康スポーツ＞卓球であそぼう
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：00

31日㈪ 10：30～11：30

お茶の練習(6回目)お茶の練習(3回目)

お茶の練習(5回目)

＜自由教室＞七夕飾り作り
だれでも参加できます。みんなで作りに来てね！

10：00～16：00

13：00～16：00

＜チャレンジルーム＞おもしろ貯金箱
4～6年生対象　定員先着20人
申し込み受付 8/22～8/25 （電話のみ）

午後

9：30～11：30

9：30～11：30

＜体験教室＞ Myとう芸にチャレンジ！(2回目) ＜トライルーム＞Myハンカチを作ろう！
しぼり染めをします。
1～3年生対象　定員先着20人
申し込み受付 8/22～8/25 （電話のみ）

★8月の主な行事予定

絵本のへや　
劇団『ゆめふうせん』がやってくるよ！みんな来てね！

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりなどできる方も大歓迎！

絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

絵本のへや　＜おはなし1.2.3＞

26日㈬

9：30～11：00

＜伝承あそび＞
将棋であそぼう  はじめての人もおいで～！

＜伝承あそび＞将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

＜わくわく子育てひろば＞ 
みんなであそぼう
水あそびをします。タオル・着替え・お茶など
をもってきてください。

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～
第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

1日㈬

●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９時～１７時３０分
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
健康スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申込み日の朝９時からです。

貝がらのモビール

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

8月  2日㈰　陵南の森図書館　　　15時
8月  9日㈰　陵南の森図書館   11時（乳幼児向き）
8月12日㈬　東部図書館　　　10時30分
8月15日㈯　陵南の森図書館　　　15時
8月16日㈰　陵南の森図書館　　　
　　　11時（乳幼児向き）、11時３０分（大きい子向き）
8月22日㈯　羽曳が丘図書館　　　15時
8月23日㈰　陵南の森図書館　　　15時
8月9日、16日、23日の各日曜日
　　　　　　中央図書館　　各15時
※丹比図書館のおはなし会は、お休みです。

お は な し 会お は な し 会

七夕の笹に短冊
をつるすのは日
本。銅のコインを
靴に入れるのは
ロシア。　世界１
５カ国で信じられ
ている、幸福の
おまじないを紹
介した絵本です。

            ローズアン・ソング／文　エリサ・クレヴェン／絵
                    椎名　かおる／訳　　あすなろ書房

              蓮池　薫／著　新潮社
 スティーブン・グリーンハウス／著
 曽田　和子／訳　文芸春秋
　

プリンセス・アカデミー　
シャノン・ヘイル／著　
代田　亜香子／訳　小学館

半島へ、ふたたび
      

願いごとのえほん

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も通常どおり開館しています。

王子様の花嫁候補
として選ばれた
20人の村の少女
たちは、プリンセ
ス・アカデミーに
入れられ、お妃教
育を受けることに
なりますが…。

死ぬまでリタイアで
きず、どんなに働い
ても貧困から抜け
出せない、医療保険
も年金も不十分…。
格差大国アメリカの
現状を、ニューヨー
クタイムズの現役記
者が告発した一冊。

北朝鮮に拉致さ
れてからの悪夢
の24年間と、帰
国してからの６年
間を経て、僕はふ
たたび朝鮮半島
の土を踏んだ。
異色の韓国訪問
記です。

大搾取！

年末年始の休館日年末年始の休館日

2月1日㈰・2月28日㈯

今月の休館日今月の休館日

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

6月30日㈪

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーション支所　☎937-7210(火・木・金曜日　13時30分～16時30分）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13時30分～16時30分）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9時～17時）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10時～17時）

おはなしライブ
８／３０（日）　１３：３０～　ＬＩＣはびきの音楽実習室
主催・おはなしボランティア「はびきの」
夏休み子ども１日図書館員を募集します
中央図書館・陵南の森図書館：８月18日㈫～20日㈭のうち１日　定員各日６人
丹比・羽曳が丘・東部図書館：８月19日㈬定員２人
時間：いずれも13：30～16：30
対象／羽曳野市内在住の小学４年生～６年生
申込／８月３日㈪より14日㈮まで、先着順に募集先図書館にて受け付けます。
（電話不可・お申し込みは本人または保護者に限ります）
※複数の図書館への申し込みは不可。内容／図書館の見学・仕事の体験など

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

8月31日㈪
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

◆定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆　8月 10日・24日㈪　午前中　要予約
上記の日時以外でもご都合に合わせて随時対応します。健康増進課までご連絡ください。

平成21年度がん検診のお知らせ

◆今月の教室のお知らせ◆

集団検診は７月 8 日より受付中ですので、すでに定員いっ
ぱいとなり受付できない場合があります。
●胃がん・肺がん・大腸がんセット検診（集団）
●子宮がん検診（集団）

日　時：９月 18 日（金）　13：30 受付　　　
テーマ：「メタボリックシンドロームとその予防について」
講　師：羽曳野市医師会　　立山博一　医師　　
定　員：30 人　　会　場：保健センター４階　　
※必ず事前の申し込みが必要です。

メタボ対策入門講座メタボ対策入門講座

※詳細は平成 21 年度健康だよりをご覧ください。

●乳がん・子宮がん検診（個別）
個別検診を希望される場合は、実施医療機関に直接お申し込みく
ださい。( 要予約 )　
呼吸器アレルギー医療センターの検診は、年度内の予約がいっぱ
いになっていますので、藤本病院、城山病院に予約をしてくださ
い。
対象者には、受診はがきを個別送付していますので、検診時には
必ず持参してください。

「健康づくり応援団の店」がおすすめです！
｢健康づくりの第一歩は食事から ｣とわかっていてもなかなか
難しいですね。外食をした時、お弁当・惣菜を買った時などに
栄養成分表示や自分に合ったヘルシーメニューがあったら、健
康づくりに役立ちます。
大阪府では、飲食店、惣菜店、スーパー、コンビニなどを対象に、

メニューの栄養成分表示やヘルシーメニュ
ーの提供等をする「健康づくり応援団の店」
の協力店の登録を行っています。　　　
「健康づくり応援団の店」のシールを見つ
けてください。あなたの健康づくりのお手
伝いをするお店です。
詳細については、大阪府藤井寺保健所　広
域栄養チームの管理栄養士までお問い合わ
せください。

健康づくり応援団の店　

妊婦さんへの思いやりを

※すべて申し込みは、保健センターまで　電話もしくは来所にてお申し込みください。（FAXでの申し込みはできません）

女性特有のがん検診推進事業
～乳がん・子宮頸がんの無料検診を実施～

　国の平成21年度補正予算によって、がん検診受診率の引
き上げを目標にした女性特有のがん検診推進事業が制度化
され、羽曳野市でも実施することになりました。
　対象となる方は、子宮頸がん検診が平成21年度中に20
歳、25歳、30歳、35歳、40歳になった方。乳がん検診
が同じく40歳、45歳、50歳、55歳、60歳になった方で
す。対象者には、子宮頸がん検診と乳がん検診の「がん検診
手帳」と「無料クーポン券」を8月中旬に送付します。
　市では、子宮頸がん検診は無料、乳がん検診は1,000円
の自己負担（生活保護受給世帯は無料）で、2年に1回の受
診間隔により実施しており、今回無料クーポン券の対象とな
る方は、今年度の乳がん検診の自己負担が無料となります。
対象者で既に市の乳がん検診を受診された方には、自己負担
額分を還付します。

乳がん検診の精度向上の取組み
～認定医師と認定撮影技師による検査を実施～

　羽曳野市では、国の定めた「がん検診実施のための指針」
に基づき各種のがん検診を実施しています。
　乳がん検診については、委託している４カ所の医療機関は
いずれも、乳房エックス線撮影装置が日本医学放射線学会の
定める仕様基準を満たしており、医師と撮影技師はマンモグ
ラフィ検診精度管理中央委員会の認定を受けたスタッフで
行っています。
　市と検診医療機関の医師と撮影技師による検討会も開催
し、検診精度向上に取り組んでいます。女性撮影技師の確保
もすすめていますので、安心して受診してください。

◆骨・歯セット健診の受付を開始◆
10 月以降分の受付を 8 月 20 日㈭ 9：00 から開始します

検診月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 3 月
骨・歯ｾｯﾄ健診

（40・45・50・
55・60 歳）

2 ㈮

保セ

21 ㈪

保セ

18 ㈭

保セ

転倒予防教室
（骨・歯ｾｯﾄ健診）

（65・70 歳）

27 ㈮

モモ

8 ㈮

保セ

19 ㈮

モモ

15 ㈪

保セ

＜会場記号 >　保セ：保健センター　モモ：モモプラザ　

※対象者には 4 月に個別通知をしていますが、届かない場合はお問い
合わせください

８月の検診日 ９月の検診日
胃がん検診
肺がん検診
大腸がん検診

（40 歳以上の市民）

 20 日㈭　保セ　
 24 日㈪　保セ 

  ３日㈭　コロ　  
  ４日㈮　保セ
10 日㈭　保セ
16 日㈬　石川

子宮がん集団検診
（40 歳以上の市民で奇数年生まれの女性）※ 28 日㈪　コロ

※乳がん検診のみ負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者の方は無料（生活保護適用書が必要です）
＜会場記号＞保セ：保健センター　モモ：モモプラザ　
　陵南：陵南の森総合センター　　コロ：はびきのコロセアム　
　石川：石川プラザ



23−はびきの　2009.8.1−

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水
HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年4月1日～17日生まれ

平成21年4月18日～30日生まれ

平成21年  5月生まれ

平成20年  1月生まれ

平成20年  2月生まれ

平成19年  2月生まれ

平成19年  3月生まれ

平成18年  2月生まれ

平成18年  3月生まれ

8月25日、26日

9月29日、30日

8月18日、19月

9月15日、16日

8月  4日、  5日

9月  1日、  2日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

8月  7日

8月28日

9月11日、25日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

集団接種（受付時間：13時30分～14時30分）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ
次回は 10 月開催となります。詳しい日程は「平
成 21 年健康だより」をご覧ください。

BCG
４カ月児健診
と同日実施

8 月
  7 日（金）

保健センター３階
28 日（金）

BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付して
います。4 カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種してい
ないお子さんは健康増進課（保健センター）に電話し予約の上、
受付時間 13 時 20 分にお越しください。

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康増
　　　　 進課まで取りに来てください。）

◆離乳食講習会 ( 保育あり　先着 15 人 ) ◆
　日時：9 月 8 日㈫　13 時～ 15 時
　対象：4 カ月健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者 ( 第 1 子優先 )
　受講費：無料　　　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆幼児食講習会（保育あり　先着 15 人）　◆
　日時：9 月 4 日㈮ 13 時～ 15 時　　対象：就学前の幼児の保護者　
　受講費：無料　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　申し込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
　電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆マタニティスクール（定員 30 人）◆
　日時：9 月 3 日㈭、10 日㈭、13 日㈰、24 日㈭
　　　　13 時～ 15 時 30 分　※４日間で１コース　　　
　電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）
                       麻しん風しん混合（MR）1期・2期・3期・4期
                       ジフテリア破傷風混合（DT）第2期  
                       日本脳炎                   

　毎日、朝食を食べていますか？
　朝食は１日のスタートの活力源！
しっかり食べましょう。
☆普段、朝食をとっていない方は…
第一段階：まずはバナナと牛乳から
第二段階：次に主食をそろえてみて
第三段階：主食（ごはん・パンなど）・副菜（野菜料理）・主菜（肉・
魚・卵・豆腐など）をそろえてみて
※1日の食事バランスをチェックしたい人は広報はびきの
28ページをご覧ください。

◆朝食を食べていますか？

日本脳炎ワクチンについて
　平成17年 5月30日付厚生労働省の勧告により、積極的勧奨を
差し控えておりますが、新ワクチンでの接種が可能になりました。
　新ワクチンは、一期初回と追加の方が対象になります。しかし、
従来のワクチンで接種した方への新ワクチンでの追加接種は使用
経験が少なく、安全性・有効性が確立されていません。今年度に
限っては、日本脳炎を一度も受けていない方への接種を優先いた
します。
　接種供給量と安全性の確認における観点から、引き続き積極的
勧奨は差し控えていますので、個別通知はしていません。接種希
望の方は、健康増進課までお問い合わせください。なお、従来で
のワクチン接種の場合は同意書への署名が必要となります。
　詳しくは☞厚生労働省日本脳炎ワクチン接種に係るＱ＆Ａ
(http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/nouen/index.html)

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水
HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年4月1日～17日生まれ

平成21年4月18日～30日生まれ

平成21年  5月生まれ

平成20年  1月生まれ

平成20年  2月生まれ

平成19年  2月生まれ

平成19年  3月生まれ

平成18年  2月生まれ

平成18年  3月生まれ

8月25日、26日

9月29日、30日

8月18日、19月

9月15日、16日

8月  4日、  5日

9月  1日、  2日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

8月  7日

8月28日

9月11日、25日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

体 温 が 上 昇 し、

体が活発になり

ます

頭がボーっとしたり、
イライラしたりと
元気がでません

朝食を抜いたとき朝食を食べたとき
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地域とつくるため池水辺環境
　６月30日に市立埴生幼稚園・伊賀町会およびふれあう水辺

づくり委員会により「伊賀今池ピーチパーク」に花苗約320株を、

また、７月２日に市立埴生南幼稚園・羽曳山区会およびパーク

はびきやま管理運営協議会により「パークはびきやま」に花苗

約320株を植えました。

　花苗は、ベゴニア・ジニ－タ・ポーチュラカの３種類で各幼

稚園の園児が約１カ月の間、大切に愛情を注いで育てた花苗を

地域の方 と々一緒に植え・育て、活気と花の絶えない、ふれあ

いと憩いのあるため池の

水辺環境づくりを行って

います。

みんなが育てる高鷲駅前事業
　7 月2 日高鷲小学校の４年生が高鷲駅北側に花苗700 株、

また、7 月 10 日に高鷲南小学校の２年生が高鷲駅南側に花

苗 1,280 株を、学校の校庭で生徒の皆さんが水遣りをして

大切に育てたベゴニアとマリーゴールドを高鷲駅前の環境を

良くする一環として「高鷲駅前を育む会」といっしょに植え

ました。この花は、「高鷲駅前を育む会」で大切にお世話し

ていきます。

高鷲駅前を育む会：北宮中部町会・高鷲中央商店会・近畿日本鉄
道㈱・近畿ニッポンレンタカー㈱・ローソン・みどりの少年団・
高鷲小学校・高鷲南小学校・高鷲中学校・高鷲南中学校・大阪府
富田林土木事務所・羽曳野市

「人権の花」運動の実施校に感謝状
　平成 20年度に大阪法務局および人権擁護委員協議会が

開催した「人権の花」運動において、実施校の高鷲北小学

校と古市小学校に感謝状と記念品が贈呈されました。「人権

の花」運動は、次代を担う小学生が協力し合って花を栽培

することによって、やさしい思いやりの心を育み、豊かな

人権感覚を身につけてもらうことを目的に実施しています。

街かどから

丹比小学校で豆腐づくりのための第一歩
　7月9日丹比小学校では、3年生136

人を対象とする大豆作りの説明が、河原城

の塚本丈久さんによって行われました。10

日には、豆腐作りのための大豆を収穫する

ため、種まきをしました。児童たちは丁寧

に大豆の種に土を被せていました。大豆収

穫後の豆腐づくりが今からたのしみです。

第 12回羽曳野市長杯ソフトボール大会
　6月 14 日、石川第 1グラウンドで行なわれた上記大会

で男子は「北青クラブ」、女子は「たんぽぽ」が優勝しました。
ピーチパーク

パークはびきやま

高鷲小学校

高鷲南小学校

市と警察が一丸となって行政対象暴力を撃退
　羽曳野市では、６月 25日に「第４回羽曳野市行政対象

暴力対策連絡協議会」を開催し、市長をはじめ、羽曳野警

察署長、府警察本部捜査第四課暴力団対策室管理官ら警察

関係者と市職員、計 31人が参加しました。

　市では、警察と市役

所が一丸となって行政

対象暴力を予防し、排

除するため警察と連携

して解決していきます。

たんぽぽ北青クラブ

( 左から、高鷲北小学校 児童会代
表　大野将さん、児童会会長　富
永義人さん、中山人権擁護委員、
遠藤校長先生 )

( 左から、古市小学校 2 年生代
表　荒池美帆さん、芋縄翔永さ
ん、疋田校長先生 )
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麗ちゃん
　うらら

麗らしく元気ですくすく育ってね。
　　母親の真央さん撮影

 　

平成20年12月25日生まれ

南恵我之荘

伏見 
ふしみ 愛華ちゃん

　あいか

生れてきてくれて、ありがとう。
可愛く、元気に育ってネ。
　　父親の成雄さん撮影

 　

平成21年1月28日生まれ

広瀬

縄間 
なわま

菜々美ちゃん
　ななみ

いつも笑いをありがとう！
これからも一緒に成長しようね！
　　母親の令子さん撮影

 　

平成20年7月23日生まれ

西浦

下村 
しもむら

街かどから

　今年も、水道を学習するために、市内の小学校４年生が壺

井浄水場の見学に来ました。5月から6月までに市内11校延

べ 959人の児童が参加しました。学校や駅からの長い道のり

を歩いて来ているにもかかわらず、元気ではきはきとし、興味

をもってたくさんの質問をしていました。

　水質の実験では試薬で水の色が変わることにおどろき、ま

た浄水場の見学では、実際にろ過池の砂をさわってみるなど、

平成 21年度第１回ヤングシルバー卓球大会

　（財）施設管理公社主催のヤングシルバー卓球大会が 6月
17日市民体育館で開催されました。結果は下記のとおりです。

第11回オープン・トーナメント全日本ジュニ
ア空手道選手権大会
　4月25日、大阪府立体育館で開催

された上記大会の小学3年生男子の部

で小林右京君が 3位に入賞しました。

平成 21年度第1回グラウンドゴルフ交流会
　（財）施設管理公社主催のグラウンドゴルフ交流会が 6月14

日健康ふれあいの郷スポーツ公園で開催されました。

　当日は北川市長、藤田理事長の挨拶で開会、144人が熱戦

を繰り広げました。結果は下記のとおりです。

水道水が出来るまでの過程について学び、作りたての水がお

いしいと喜んでいました。　

　これからも、水道局では、みなさんに安心して水道水を使っ

ていただけるように、安全でおいしい水をお届けすることはも

ちろんのこと、水道について、関心をもち理解を深めていただ

けるように努力しています。

今年もたくさんの小学校４年生が壺井浄水場の見学に来ました。

優　勝 池田　利春 キティクラブ
準優勝 南　智美 友悠クラブ
第３位 小西　静子 ひまわり会

部　門 男子１部リーグ 男子２部リーグ 女子リーグ
優　勝 高田　章 柳生　誠次 森田　和子
準優勝 行藤　三男 平山　福昭 口石　富子

「羽曳野少年野球団」が見事優勝！
　羽曳野市スポーツ少年団に所属する少年軟式野球チームの

「羽曳野少年野球団（中学生）」が、5月24日から6月21日

に開催された『第14

回毎日新聞社旗争奪

少年軟式野球美原大

会』に出場し、大阪

府内22チームの参加

者が熱戦を繰り広げる

中、優勝の輝かしい栄

光を手に入れました。
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 8 月限定で食事バランスガイドチェックをしています（無料）

ふだんは見過ごしがちな毎日の食生活をチェックしてみませんか？

１日分の食事内容を記入して提出していただいた方に、食事バランスの診断を

行います。意外と偏りがちな食生活に気づくかも…

対象者：羽曳野市民で食事バランスチェックを希望されるかた（先着 100 人）

提出方法：食事日記（保健センターにあります。または羽曳野市のウェブサイ

トからダウンロードしてください）に１日分の食事内容などをご記入の上、８

月中に保健センターまでお持ちください。

※詳しくは健康増進課（保健センター）までお電話ください　☎ 956-1000

《去年度の結果》
副菜（野菜料理）と果物は不足ぎみ、
主菜（魚・肉・卵・大豆製品）におい
ては過剰ぎみの食事をしている人が多
いことが分かりました。

　毎日朝食・しっかり野菜で満点栄養バランスへ（健康はびきの 21 スローガン）

～8月は大阪府の食育推進強化月間です～
参加してみませんか？？
「食事バランスガイドチェック」

好評につき
第2弾！

　4 年生（2 クラス・73 人）の総合的な学習の時間で「環
境」について学習しています。身近なエコ活動として、羽
曳野市婦人団体協議会　生活環境部会の「エコバック運動」
を紹介していただきました。
　6 月 19 日 5・6 時間目に、子どもたちに身近なゴミの

問題について紙芝居や写真資料を使って詳しく説明
された後、「エコバック運動」の趣旨や、「袋音頭」
を紹介していただきました。
子どもたちは、楽しく活動する中で、今の環境につ
いて考えることが出来る充実した時間でした。

古市南小学校

児童から、講師の塚本美幸さんへの感謝文を一部紹介します。全児童の文を紹介できないのが残念です。

環境について考える授業を行ないました環境について考える授業を行ないました
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp 制　度

主な公共施設

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

市・府民税を給与からの特別徴収（天引き）により納めている方で公的年
金等を受給している皆様へ
　地方税法の改正のため、平成 21年10月より、65歳以上の方で公的年金から
の市・府民税の特別徴収（天引き）が開始されることにともない、65歳未満の方（65
歳以上で公的年金からの特別徴収の対象でない方も含みます）についても平成 21
年度の市・府民税は公的年金等の所得にかかる税額を加算して給与からの特別徴
収により納めることはできなくなりました。これにより公的年金等の所得にかかる
税額は普通徴収（納付書もしくは口座振替）により納めていただきます。
　平成 20年度まで、公的年金等分の税額も加算して給与からの特別徴収で納め
ていた方には、ご自宅に納税通知書が送付され驚かれた方もおられると思います。
決して納めていただく税額が増えたわけではございませんので、ご理解ください。

（※注）65 歳以上の方は約 1/2 がご自宅に送付（普通徴収）、残りの税額が 10 月より公的年
　　　 金からの特別徴収となります。

問合せ　税務課市民税担当　内線1520･1530

戦没者等のご遺族の皆様へ　第九回特別弔慰金が支給されます
対象者　公務扶助料や遺族年金等を受けていた方が平成17年４月１日から平成
　　　　21年３月31日の間に亡くなるなどし、平成 21年４月１日において、公
　　　　務扶助料や遺族年金等の受給権者がいない場合に、次の順番による先
　　　　順位のご遺族お一人が対象となります。

１．平成 21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給
　　権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　戦没者等と生計関係を有していた方のうち平成 21年４月１日において婚姻し
　　ていたとしても氏が変わっていない方または同日において遺族以外の方と養子
　　縁組をしていない方に限ります。

４．上記３以外の戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　戦没者と生計関係を有していない方や生計関係を有していたが上記３に該当
　　しない方。

５．上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族
　　戦没者等の死亡時まで引き続く１年以上生計関係を有していた方に限ります。
　　※第八回特別弔慰金を受給した方は対象外です。

支給内容　額面24万円、６年償還の記名国債
請求期限　平成 24 年４月２日
請求・問合せ　保健福祉部福祉総務課　総務企画担当　
　　　　　　　市役所別館１階３番窓口　内線1120・1121

　　　　　　　

平成 21 年度
市・府民税額

給与からの
特別徴収の

市・府民税額

公的年金等にかかる
　　 市・府民税額

（ご自宅に送付しました普通徴収の額）
＝－ ※注
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制　度 市役所　☎ 958-1111
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定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細
動器）の使用方法を含めた応急手当
の講習会です。もしもの時のために、
あなたも救命講習を受講しませんか。

　各講座13:30 ～16:30
　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。人数に制限があり
ますので、必ず電話にて下記までお
問合わせください。
（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
　　　　　　　　　   ☎958-0119）

日　時 場　　所

８月８日㈯
陵南の森　老人福祉センター

２階　大広間

８月 23 日㈰
柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防本部　３階   視聴覚室

９月 27 日㈰
柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防本部　３階　視聴覚室

秋の交通安全運転講習会の開催
　秋の全国交通安全運動（９月21日
㈪～30日㈬の期間）に先がけ、羽
曳野市管内の下記施設において、交
通安全運転講習会を開催します。
　受講者は、「運転者講習受講・受
賞記録カード」を持参の上、ぜひ受
講してください。

受付　各会場18:30 ～
　講演開始時間　19:00
問合せ　羽曳野警察署　☎952-1234   

秋の交通安全運転講習会

９月１日㈫ 羽曳野市民会館大ホール

９月２日㈬ 埴生小学校講堂

９月４日㈮
丹治はやプラザ

( 丹比コミュ二ティーセンター )

９月７日㈪
石川プラザ

( 東部コミュ二ティーセンター )

９月８日㈫
MOMO プラザ

( 羽曳が丘コミュ二ティーセンター )

９月９日㈬ 陵南の森総合公民館

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
市・府民税　  第2期分

全国消費実態調査
　本年９月から11月にかけて実施さ
れます。この調査はわが国の家計実
態を把握します。調査結果は、国が
行う各種経済・社会諸施設や研究機
関などで行う消費・経済分析のため
の貴重な基礎資料となります。調査
員が皆様のお宅に伺いましたら、ご
多忙中恐れいりますがよろしくお願い
いたします。
　　　（総務省・大阪府・羽曳野市）

税理士による無料税務相談センター
日時　８月19日㈬　13:00～16:00
会場　市役所 １階 税務相談コーナー
対象　一般納税者で税理士等の関与
　がない方
相談内容　口頭による所得税・相続
　税や経理などに関する相談
相談時間　１人30分程度
予約　電話申込による先着順
　（予約状況により当日申込も可）
問合せ・申込　
　近畿税理士会 富田林支部 事務局
　☎ 0721-25-6250
　（月～金曜日　９:00～16:00）
※当日申込のお問合せも、上記まで
　お願いいたします。
　上記以降、９月16日・10月21日・
　11月18日（いずれも第３水曜日）
　に税務相談を開催します。
　納税協会・府税事務所 (いずれも
　富田林市 )でも開催しています。

児童扶養手当現況届
対�象　ひとり親家庭などで児童扶養
手当を受給している方（所得状況
により支給が停止されている方も
含む）
届�出　受給者には現況届（案内）
を送付しますので、８月３日～31
日までに子育て支援課へ提出して
ください。届出がないと手当は支
給されません。
※支給されていない方や該当すると思
　われる方はお問い合わせください。	

特別児童扶養手当所得状況届
対�象　障害のある子どもを養育し、
特別児童扶養手当を受給している
方（所得状況により支給が停止さ
れている方を含む）
届�出　受給者には所得状況届（案
内）を送付しますので、８月11日
～９月10日までに子育て支援課
へ提出してください。届出がない
と手当は支給されません。
※支給されていない方や該当すると思
　われる方はお問い合わせください。
（子育て支援課 内線1223 ＦＡＸ956-0730）
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毎月勤労統計調査「特別調査」
にご協力を
　本年７月31日現在で、常用労働者
１～４人を雇用とする事務所を対象に
毎月勤労統計調査「特別調査」を実
施します。
　調査対象となる事業所には、８月
上旬から知事が任命した統計調査員
がお訪ねしますので、調査にご協力
をお願いします。
問合せ　厚生労働省、大阪府総務部
　統計課　☎ 06-6944-6633

大阪菊花会の菊花普及活動として
福助苗の販売をいたします。
日時　８月２日㈰　13:00 ～
会場　陵南の森総合センター・藤棚の下
問合せ　大阪菊花会　花川 

携帯 090-3275-6360
自宅 955-2188
またはみどり公園課

街路樹や公園樹木にバケツ一杯
の思いやりを
　街路樹や公園樹木は、私たちに安
らぎを与える緑のオアシスとなってく
れます。
　これから夏本番を迎え、木々はより
たくさんの水分を必要とします。
　緑のオアシスを絶やさないために、
皆さんの思いやりで街路樹や公園樹
木にバケツ１杯の水をあげてください。
　　　　　　　　　（みどり公園課）

金婚祝賀会
日時　10月28日㈭
会場　全日空ゲートタワーホテル　
　泉佐野市（予定）
対象　市内居住で住民登録し、
　①昭和34 年10月１日以前に婚姻
　　届を提出した
　②実際に婚姻してからの年数が50
　　年以上であることを証明できる夫
　　婦（未申請の方に限る）
申�込　福祉支援課、支所、ＭＯＭＯ
プラザ、丹治はやプラザ、石川プ
ラザ、人権文化センターにある申請
書に記入の上、証明できる書類（戸
籍謄本など）とともに福祉支援課（市
役所別館４番窓口）へ提出。
締切　９月15日㈫

敬老会
日時　９月15日㈫　
　　９:30  〜 陵南の森
　　13:00 〜 丹治はやプラザ
　　15:30 〜 MOMO プラザ
　　　９月16日㈬　
　　10:00 〜 市民会館
　　13:00 〜 石川プラザ
出演　酒井くにお・とおる

敬老祝品を贈呈します（新 70 歳の方）
　対象者は、８月１日時点で本市に
居住しており、かつ住民登録または、
外国人登録をしている満70歳の方
（昭和13年８月２日〜昭和14年８月１日）。
８月中旬～９月下旬ごろまでにお送り
します。

対 象 年 齢 支 給 額
　　　満 101 歳以上　（明治 41 年９月１日以前生まれ） 　　   ５万円

　　　満 100 歳　　　（明治 41 年９月２日～明治 42 年９月１日生まれ）         10 万円

　　　満 88 歳　　　  （大正９年９月２日～大正 10 年９月１日生まれ）           ３万円

　　　満 77 歳　        （昭和６年９月２日～昭和７年９月１日生まれ）           ２万円

敬老祝金を支給します（下表参照）
　本市に平成 21年４月１日以前から住民登録をし、９月１日（基準日）に引き続
きお住いの方が対象です。対象者には９月初旬にご案内を送付します。

●　●　●　●　● ご長寿をお祝いします●　●　●　●　●

福祉支援課　内線 1212･1213･1214　 ＦＡＸ 956-0730

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
なお、本年４月から一人あたり100円
をご負担いただくこととなりました。
日時　８月15日㈯、９月15日㈫
利用料金　100円
利用できる施設
　古市温泉、羽曳野温泉、紅梅湯
　新高鷲温泉（９月のみ14日㈪）
問合せ　福祉支援課

平成 21年度陵南の森老人福祉
センタークラブ・サークル一覧表
一部変更について
　平成21年５月号広報に掲載しました
陵南の森老人福祉センタークラブ・サ
ークル一覧表に一部変更がありました。
書道Aクラブの代表者変更
　第１代表者　塩野由記子　☎955-3806
　第２代表者　大谷ツヤ子　☎958-3878
カラオケクラブの代表者追加　
　代表者　大平廣嘉　☎ 939-7462
すみれクラブの曜日訂正
　毎月・第３水曜日です。
※押絵サークルは、５月 23 日で廃
　部されました。

NPO 法人生命の貯蓄体操普及会
無料体験会のお知らせ（初心者のみ）

《腰痛・膝痛・肩こりなど》　　
日時　８月６日・27日㈭、９月10日・
　24日㈭、10月８日・22日㈭
　13:30 ～15:00
場所　市立総合福祉センター ２階
　健康ライフ室
持物　動きやすい服装でお越しください
問合せ　津村　☎ 953-1696
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一時預かりのご案内
　パート勤務や一時的就労、病気、
けがなどで、家庭での保育ができな
い、私的理由で一時的に子どもを預
かってもらいたいという方のために一
時預かりを行っています。
対象　小学校就学前の子ども
実施園　坂門ヶ原保育園　☎ 956-6246
　四天王寺悲田院保育園　☎956-2985
　ベビーハウス社協　☎ 930-0240
　高鷲保育園　☎ 953-3883
申込・問合せ　各保育園へ直接お問
　合せください。※人数制限があります。

　常日頃から道路は人や車の通行を目的に整備されています。また、災害時には
避難路や火災発生時の延焼防止の空間になると共に、道の駅や歴史街道のように
安らぎや探究心を与える場になるなど、さまざまな役割を果たしています。この
ように道路は、私たちの暮らしに欠かすことの出来ない大切なものですが、その
一方で心ない人々によって、ごみや空き缶のポイ捨て、看板類の設置や商品のは
み出し等による不法使用、さらには違法駐車や自転車の放置等が日常的に見られ
ます。これでは安全で綺麗なはずの道路もその機能が十分に発揮できません。
　そこで、毎年８月 1 日㈯～ 31 日㈪を「道路ふれあい月間」、８月 10 日㈪を「道
の日」として、道路を利用している市民の方々に改めて道路とふれあい、道路の
役割および重要性を再認識していただき、さらには道路をいつくしむという道路
愛護思想の普及および道路の正しい利用の啓発を図るとともに、道路を常に広く、
美しく、安全に利用する気運を高めることを目的として、様々な推進運動を実施
することとしていますので、皆様もぜひご協力ください。
問合せ　大阪府道路環境課管理グループ　☎ 06-69446789

８月は「道路ふれあい月間」です。

あなたも、成人式のプロデューサー
になりませんか

　羽曳野市では、第52回羽曳野市
成人式を、若いみなさんといっしょに
企画、立案したいと考えています。プ
ロデュースしてみようと思われる方は
社会教育課までご連絡ください。
　また、新成人を代表して当日登壇（花
束受領等）して頂く方は、実行委員
会メンバー内の新成人を優先します。
（別途規定有）
対象年齢　18歳～25歳
成人式開催場所　はびきのコロセアム
締切　８月14日㈮
問合せ　社会教育課　内線4460

（ 前 回 の 実 行 委 員 会 の メ ン バ ー ）

８月は、「こども110 番月間」です。

　　　　　  ５つの約束　
①一人で遊びません
②知らない人についていきません
③連れて行かれそうになったら大声を出
　して助けを求め、「110 番の家」へに
　げこみます
④だれとどこで遊ぶか、いつ帰るのを
　家の人に言ってから出かけます
⑤お友だちが連れて行かれそうになっ
　たら、すぐに大人の人にしらせます
家庭で心がけ、こどもたちに伝えましょう。

不動産公売結果
　市税の滞納により、差押えた不動
産の公売落札結果をお知らせします。

※「過去の公売公告回数」とは、過
　去に公売に付したものの売却され
　なかった回数です。

公売公告番号 149 号

入札日 H.21. ６.12

入札場所 羽曳野市役所

公売財産の概要

  所在：羽曳野市島泉２丁目
  地目：宅地
  地積：163.80 平方メートル
  特記事項：賃借人の家屋あり

最高価申込価額（円） 4,780,000

見積価額（円） 4,780,000

入札者数（人） １
過去の公売公告回数 １

恵我之荘商店街振興組合夜店まつり
　めぐみポイント満点カード１枚で
1,000円分の夜店券と交換！
　たこ焼き・焼きそば・かき氷・あてもん・
地域資源活用新製品試食会など
開催日　８月２日　17:00～雨天決行
会場　さんさんパーキング
問合せ　振興組合事務所　
　☎ 952-2627

要約筆記奉仕員養成講座
　聴覚障がいのある方のために、手
書きおよびパソコンで要約筆記奉仕
員として活動していただける方を養成
期間　10月17日㈯～平成 22年３
　月13日㈯　13:30 ～16：30
場�所　大阪府障がい者社会参加促進
センター（地下鉄「谷町９丁目」）
定員　手書きコース、パソコンコース
　各25人（定員超過の場合は抽選）
費用　無料（テキスト、教材費等は実費）
申�込・問合せ　申込書を９月14日（必
着）までに下記へ郵送、またはウェ
ブサイトから申込。
　大阪府障がい福祉室自立支援課　
　☎ 06-6944-9176　

陵南の森資料室発掘調査成果展
のお知らせ
　７月18日㈯から平成18 年・19
年度に行われた発掘調査の成果展を
開催することになりました。
　誉田白鳥遺跡、古市遺跡、塚穴古
墳、茶山遺跡、島泉北遺跡の発掘調
査では、土器や埴輪などの重要な遺
物が出土しました。なかでも島泉北
遺跡からは羽曳野市で３例目となる
子
こ

持
もち

勾
まが

玉
たま

と呼ばれる珍しい遺物が発
見されました。
 （社会教育課　世界遺産登録準備室）
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借金問題を解決！サラ金・クレジット
無料「日曜相談会」のお知らせ
○�大阪府多重債務者対策協議会（大

阪府、弁護士会、司法書士会等

14部署で構成）等が主催し、弁

護士、司法書士が無料で借金問題

の相談に応じます。

日時　８月23日㈰・30日㈰　　　
　10:00 ～12:00、13:00 ～16:00

　１件あたり30分以内

　詳しくは大阪府ウェブサイト「多重

　債務で困ったら、まず相談」参照

申込　事前予約が必要
　８月６日㈭　10:00 ～

場所　23 日 中河内府民センタービル
　（八尾市）他 / 30 日 南河内府民
　センタービル（富田林市）他

問合せ　大阪府「府民お問合せセンター」
　ピピっとライン　☎ #8001または

　☎ (06)6910-8001

　㈪～㈮　９:00～18:00

　電話連絡が困難な方

　ＦＡＸ 06-6910-8005

※�他にも府内の会場が多数あります。

事業概要や相談日当日の問合せは、

貸金業対策課　☎06-6944-6107

第13 回白鳥祭 開催
日時　８月２日㈰　15:30 ～21:30
会場　白鳥会館広場
内容　盆踊り（河内音頭）、模擬店ほか
共催　白鳥会、白鳥商店会
　　　　（白鳥会館　☎958-4171）

大阪府立近つ飛鳥博物館
『発掘された日本列島 2009』
期間　８月13日㈭～９月23日(水・祝)
開館時間　
　10:00～17:00 （入館は16:30まで）
休館日　毎週月曜日
　（ただし８月17日㈪、９月21日　
　（月･祝）は開館
入館料　○ 一般 600［480］円
　○ 65歳以上・高大生400［320］円
　［　］内は20人以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳をお持
　ちの方および介助者は無料。
問合せ　大阪府立近つ飛鳥博物館
　☎ 0721-93-8321　

広 

告

子育ち親育ち講演会
「コミュニケーションの基本は共感です」
講師　汐見 稔幸 氏　（東京大学名
　誉教授・白梅学園大学学長）
日時　９月６日㈰　14:00 ～16:00
場所　市役所 別館２階 研修室
費用　300円 資料代
保育　１歳以上１人 200円 ( 要予約 )
問合せ　
　ＮＰＯ法人南河内こどもステーション
　☎･ＦＡＸ 957-1114
　※こども未来財団助成事業

 いちじくの即売会は８月14 日
　いちじくは羽曳野市の特産品で
す。羽曳野市果樹振興会いちじく
部会は、美容と健康によいとされ
るいちじくを皆さんに知っていただ
くために、即売会を開催します。
日時　８月14日㈮　９:00～
会場　市役所南玄関前
　※売り切れの際はご了承ください。
（JA大阪南古市支店　☎956-0388）

エルフェン クランツ
夏の終わりのハーモニーⅡ
　10年ぶりに演奏会を開催します
ぜひお越しください
日時　８月30日㈰　13:30 開場
　14:00 開演　入場無料
場所　LICはびきの　ホールM
ゲスト　小山 雄司（テノール）
問合せ　内田 美帆　☎ 956-8280

上方演芸会の放送予定日が変更になります
　５月29日、LICはびきので公開録音されました、NHKラジオ第１｢上方演芸
会｣の放送予定日が次のとおり変更となりました。
　　１本目　８月７日㈮      21:30 ～21:55　[ラジオ第１]
　     　　　８月15日㈯    15:10 ～15:35　[ラジオ第２]（再放送）
　　２本目　８月14日㈮    21:30 ～21:55　[ラジオ第１]
　     　　　８月22日㈯    15:10 ～15:35　[ラジオ第２]（再放送）
　※今後の変更等については、NHK 大阪放送局のウェブサイト
　　http://www.nhk.or.jp/osaka/のイベント募集ページでご確認ください。
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第 28 回人権啓発詩・読書感想文の募集
　大阪府・大阪府教育委員会・人権啓発推進大阪協議会では、府内の小・中学生
を対象に「人権」について身近に考えてもらうことを目的に、詩・読書感想文を募
集しています。みなさん、ふるってご応募ください。
対 象 者　府内の小・中学（部）生
募集作品　人権の尊さやお互いの人権を守ること、差別のない明るい社会を築くこ
　　　　  との大切さ、平和の尊さを訴えることなどを内容とするもの
　　　　　①詩部門　未発表の創作作品に限り、形式・長さとも自由
　　　　　②読書感想文部門　未発表の創作作品に限り、400 字詰め原稿用紙で
　　　　　　　　　　　　　　 小学（部）生は３枚以内、中学（部）生は５枚以内。
　　　　　※①②いずれも1人１編に限ります。
期 間　９月30日㈬必着
表 彰　詩部門・読書感想文部門に分けて、部別『小学校 (部 )低学年の部、
　　　　 小学校 (部 )高学年の部、中学 (部 )生の部』に審査の上、各々、入
　　　　  選作品を決定し、表彰します。
応募方法　 応募作品に作品名・名前 (フリガナ )・学校名・学年を記入。
　　　　　読書感想文については、図書名・著者名・発行所名も記入してください。
　　　　  また、学校名・学年・名前の公表の可否についても明記の上、作品と
　　　　　一緒に応募してください。
　　　　　※応募用紙は市役所・支所に置いています
問合せ･送付先　羽曳野市人権啓発推進協議会事務局（羽曳野市人権推進課内）
　　　　　　　　☎ 958-1111（内線1054）　　

高齢者のための技能講習会のご案内
シニアワークプログラム
講習科目　筆耕（楷書・宛名･賞状）
講習期間　９月９日･10日･11日・　
　14日･17日･18日（６日間）　
会場　市役所別館福祉センター他
対象　市内在住60～ 69歳
　※全講習日程に出席可能な方
定員　20人
費用　無料（自宅からの交通費など
　は自己負担です。）
申込　センターに備え付けの申請書に
　必要事項を記入してください。
問合せ　社団法人羽曳野市シルバー
　人材センター　☎ 959-0555

広 

告

フィールドミュージアムトーク史遊会
会員募集説明会のお知らせ
　郷土の歴史を学びながらイベントの
企画、ガイド活動等に多くの遊び心と、
少しのアカデミックさをもつ市民活動
団体です。
　古市古墳群世界遺産登録を期して活
動拡大のため会員を募集しています。
日時　８月22日㈯　14:30 ～
場所　市民会館　３階
問合せ　フィールドミュージアムトーク史遊会
　☎ 080-5328-1137
　E-mail　k.hosomi.11373@ onyx.ocn.ne.jp

夏のおたよりハガキ（かもめ～る）を
使って絵手紙教室に参加しませんか。

（初心者大歓迎）
日時　８月５日㈬　14:00 ～16:00
場所　藤井寺郵便局  ２階 会議室
定員　先着24人　費用　300円
申込　電話にて申込ください。
　９:00～17:00　☎ 954-2602
　お１人の電話で３人まで申し込めます。
　定員になりしだい締切。
問合せ　
　郵便事業㈱藤井寺支店　郵便課
　コールセンター

夏休み手作り教室に参加しませんか
（参加費無料）
　牛乳パックをリサイクルし、「手作
りはがき」や「手作りしおり」を作っ
てみませんか？
　はびきの生活学校では下記日程で
手作り教室を開催します。参加される
方は当日直接会場にお越しください。
日時　８月22日㈯  10:00～12:00
場所　クリーンピア21　２階工作室
持物　エプロン・クリアーファイル　
　「はがき」や「しおり」にはさむ押し花、
　木の葉（自由）
問合せ　はびきの生活学校　松谷　
　☎ 956-6675
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募　集

後期カラオケ講座 ( 昼 )
日時　９月11日･25日、10月９日･
　23日、11月13日･27日（発表会）
　13:30 ～15:30
講師　大田　ひろみ
定員　30人　　費用　3,000円
受付　８月21日㈮　13:00
　1階にて受付

 歌声くらぶ　開催日
　８月 10 日　市民会館
　８月 18 日　石川プラザ
　８月 25 日　丹治はやプラザ

書道講座
日�時　９月４日・11日･25日、10月
２日･16日･23日、11月６日･11
月13日･20日　13:30 ～15:00
講師　内村 泉陽
定員　20人　　費用　5,400円
受付　８月21日㈮　　13:00

石川寄席
日時　９月13日㈰  14:00 ～15:30
費用　300円
出演者　森乃 石松、 桂 ぽんぽ娘
　※チケットを販売しております。完
　　売の場合は、当日券の販売はあ
　　りません。
　※チケット取扱所
　　石川プラザ・MOMOプラザ
　　丹治はや・市民会館

中期カラオケ講座 ( 夜 )
日時　９月４日・18日、10月２日・
　16日･30日、11月13日（発表会）
　19:00 ～21:00
講師　大田 ひろみ
定員　60人　　費用　3,000円
申込　８月23日㈰　９:00

丹治はやプラザ  ☎ 937-2355

石川プラザ  ☎ 950-2002

ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

講座募集にあたって
○各講座とも申込み開始時間の時点で定員を
　超えた場合は抽選となります。

○定員に満たない場合は先着順で、定員になり
　しだい締切りとさせていただきます。

○申込みは本人が直接講座開催館にて、
　申込み願います。

○受講料は講座を欠席されても返金できません。

（財）羽曳野市施設管理公社 講 募生講 受座

●●

集

朗読ボランティア入門講座
受講生募集のおしらせ
　図書館では，目の不自由な方にも
読書を楽しんでいただくため、朗読ボ
ランティアグループ「はびきの」の協
力により、テープ図書の作成と貸出を
行っています。本講座では、そのテー
プ図書づくりのための朗読の基礎を、
８回にわたって学習します。本講座を
受講して、あなたもボランティアをや
ってみませんか？
日����程　９月10日㈭～12月24日㈭
10:00 ～12:00　全８回（９月10
日 ･24 日、10 月８日･22 日、11
月12日･26日、12月10日･24日）
講師　岸下 良子 氏（大阪府朗読奉
　仕員・朗読ボランティアグループ「は
　びきの」講師）
場所　羽曳野市立中央図書館  会議室
定員　先着15人　無料
申込　８月４日㈫　10:00 ～20:00
　中央図書館にて受付　☎ 950-5501
協力　朗読ボランティアグループ「はびきの」
主催　羽曳野市立図書館

柏羽藤消防組合消防吏員募集
採用人員　８人程度　
受�験資格　消防吏員Ａ（昭和59年４月２日～昭和 63年４月１日までに生まれ、　
　　　　　　　　　 平成 22年３月までに大学を卒業（見込み）の者）
　　　　　消防吏員Ｂ（昭和 61年４月２日～平成４年４月１日までに生まれ、
　　　　　　　　　　 平成 22年３月までに高校・短期大学・高等専門学校を　
　　　　　　　　　　 卒業（見込み）の者）
試験要綱配布期間・場所　 ８月３日㈪～９月７日㈪
配�布場所　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部総務課、藤井寺分署、柏原出張所、
　　　　国分出張所、羽曳野出張所、高鷲出張所
願書受付期間　８月31日㈪～９月７日㈪　９:00 ～17:00　※５日㈯・６日㈰は受付不可
場　所　柏原羽曳野藤井寺消防組合　消防本部総務課
試験日　一次試験　９月20日㈰（筆記試験、体力試験）
　　　　二次試験　10月末予定
　　　　※一次試験合格者対象に二次試験　（面接、小論文、健康診断等）実施
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合  消防本部  総務課  人事係　☎958-9926
　　　　採用試験に関する詳細はウェブサイトにてご覧いただけます。
　　　　http://www.khf119-osaka.jp                  

羽曳野 IT サポート会
やさしいパソコン教室
　これからパソコンを始めたい方を
対象とした基本を学べる講座です。
日時　９月２日・９日・16日
　(水曜日３回 )　13:30 ～16:30
会場　LICはびきのパソコン教室
内容　基本操作、文書作成、インタ
　ーネット、メール
対象　20歳以上の市民・市内在勤
　初心者の方
費用　1,000円（テキスト代含む）
定員　抽選18人
申�込　往復はがき往信面の裏面に、
郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号（無記入無効）、生年月日、
返信面の表面に郵便番号、住所、
氏名を明記し、８月12日㈬必着に
て下記住所にご応募ください。
　〒583-0854 軽里1-1-1　
　LICはびきの内 IT サポート会へ
　（同会☎ 950-5500）
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陵南の森公民館ファミリー企画
第 20 回こどもまつり実行委員と
ボランティアを募集
　2010 年５月中旬開催予定の「こど
もまつり」にむけて実行委員とボラン
ティアを募集します。
実行委員　小学４年生～高校生
ボランティア　
　大学生・専門学校生・社会人
　どちらも地域・男女問いません。
第１回実行委員会　
　８月30日㈰　10:00 ～12:00
　南河内こどもステーション事務所
問合せ　こどもまつり実行委員会　
　☎・ＦＡＸ 957-1114　　　

緑を育ててみませんか
　羽曳野市は大阪府と協力して樹木
の無償配布を実施します。
対�象　町会、マンション、住宅、学校、
ＰＴＡなどの団体が協同で行う地域
の緑化、工場を社員や地域の方々
と協同で行う緑化など
配�布樹木　キンモクセイ、サツキ、モ
クレンなど18 種類の花木と４種類
のどんぐりの木もあります。
申込　みどり公園課へ（申請書あり）
締切　８月28日㈮
配布日　平成 22年３月予定（希望本
　数に満たない場合があります）
　　　 （みどり公園課　内線2420）

夏休み企画「父
おやこ

子チャレンジ」～お父さんとクッキング～募集
　夏休みの一日、クッキングで思い出づくりをしませんか。おいしいごはんを作るのに、
大切なことって何でしょう。料理の腕前？いい素材？どれも必要かも知れませんが、も
っと大切なことがあるんです。
メニュー　温卵のせ♪野菜たっぷりヘルシービビンパ、たたききゅうりの甘酢サラダ、
　　　　フルーツゼリー
日　時　８月22日㈯　10:30 ～14:00
場　所　陵南の森  調理実習室
対　象　小中学生と男性保護者（子どもは二人まで参加可）
費　用　一組1,500円（子どもが一人増えると500円増し）
その他　一時保育あり（無料）
講　師　篠原明代（マクロビオティック料理講師／自然体験型キャンプ・ボランテ
　　　　ィアリーダー）
申　込　７月31日㈮　10:00 ～（電話のみ・先着12組）人権推進課まで

中学生院内見学ツアー《入場無料》
　将来、医者や看護士を目指す方や
病院に興味のある方へ
日時　８月13日㈭　13:30 ～
　（５分前に総合案内で受付）
見学　手術室、放射線科、検査科、
　薬局、救急車ほか
体験　手術縫合体験、調剤体験ほか
集合場所　
　松原徳洲会病院　１階総合案内前
申込・問合せ　〈要電話予約〉
　同院 総合案内　☎072-334-3400

招待券お渡し方法
　当選された方は「当選はがき」もしくは「当選メール画面」を試合当日『総合案内所』へ

　  　お持ちください。Ａホーム自由席２枚と引換えさせていただきます。
　ご同伴者４人様までＡホーム自由席を特別優待価格にてご購入いただけます。

　　　　　　　　大人￥2,000（当日価格）→￥1,000（特別優待価格）
　　　　　　　　小中￥1,000（当日価格）→￥　500（特別優待価格）

お問合せ　セレッソ大阪チケットセンター　☎ 06-6609-3750

　　　　　      市役所広報担当　☎ 958-1111　内線 3330・3340

－Ａホーム自由席　セレッソ大阪ホームゲームペア 500 組 1000 人ご招待－

９月６日 ㈰  vs ヴァンフォーレ甲府戦 18:00（予定）大阪長居スタジアム
　　　　　   申込締切りは８/20 必着　      ＜返信発送は８/24 より＞

　　　　  　 ※応募者多数の場合は抽選 
     

 
お申込方法
①往復はがき
   郵便番号・住所・氏名・生年月日・電話番号を
　ご記入の上、下記までお申し込みください。
   〒 546-0034　大阪市東住吉区長居公園１- １
　　　　　　　　長居球技場内
   セレッソ大阪チケットセンター

   「羽曳野市民セレッソ大阪応援企画」係

②携帯メール

　携帯電話で c@posh.jp に空メールを送信してください。
　返信されてくる簡単なアンケートフォームに入力するだけで応募が完了します。
　当選者には当選メールが配信されます。
※パソコンからのメールを受信拒否されている方はドメイン指定受信（posh.jp）の

　設定を行なってください。

　大阪をホームタウンとして活動しているプロサッカーチームの『セレッソ大阪』。
府内 12 カ所でサッカースクールを実施し、サッカー（スポーツ）を通じて子どもた
ちの健全育成に微力ながら尽力しております。
　つきましては、羽曳野市民の皆様にセレッソ大阪を身近に感じ、応援していただ

くため、わずかな人数ですが以下の試合にご招待させていただきます。

2009 年羽曳野市民 セレッソ大阪応援企画
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はびきのコロセアム
８月の主な行事予定

日 程 会 場・内 容

１日㈯
サブアリーナ
全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会・国体近畿ブロック大会

２日㈰
サブアリーナ
全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会・国体近畿ブロック大会

５日㈬
サブアリーナ
卓球連盟　ウーマンリー大会

９日㈰
メインアリーナ
卓球連盟　クラブリーグ戦

14 日㈮
メインアリーナ
全日本大学バレーボール連盟主催
東西インカレバレーボール男子王座決定戦

15 日㈯
メインアリーナ
全日本大学バレーボール連盟主催
東西インカレバレーボール男子王座決定戦

23 日㈰
メインアリーナ
大阪府総合体育大会中央大会　
バドミントンの部

25 日㈫

メイン・サブアリーナ
南河内地区中学校総合体育大会
開会式及びバスケットボール・
バレーボール競技

29 日㈯
メイン・サブアリーナ
南大阪招待ミニバスケットボール大会
羽曳野カップ

30 日㈰
メイン・サブアリーナ
南大阪招待ミニバスケットボール大会
羽曳野カップ

～市民プールをご利用ください～
　大プールとファミリープールがあり、
家族そろって楽しめます。なお、大プ
ール10コースのうち、２コースを健
康増進と体力づくりのためのコースと
しています（ただし、入場者の状況な
どにより、設けない場合もあります）。
期間　８月31日まで
時間　①  ９:30 ～11:30
　　　② 12:00 ～14:00
　　　③ 14:00 ～16:00
　　　④ 16:00 ～18:00
料金　１回あたり、大人 200 円
　中学生以下100 円
場所　市民体育館（西浦）の北側
　※盗難防止のため、貴重品を持参
　しないでください。　　　　　　
問合せ　市民プール　☎ 957-1119

市民体育館屋外テニスコート休業の
お知らせ
　市民体育館（西浦）屋外テニスコート
のメンテナンスのため、８月15日㈯・
16日㈰、雨天予備日として22日㈯・
23日㈰は、ご利用できません。
ご了承ください。
        （市民体育館　☎ 958-2340）

羽曳野市ソフトテニス連盟会長杯
大会参加者募集
日時　９月13日㈰　９:00 開始
　（予備日９月20日）
会場　市民体育館テニスコート（西浦）
対象　市内在住・在勤・在クラブの
　高校生以上または、連盟が認めた方
部門　男子･女子１部（高校生以上）
　　　男子･女子２部（40歳以上）
　　　男子･女子３部（55歳以上）
参加費　１チーム（ペア）2,000 円
　（高校生は1,500円）
申込　９月３日㈭までに電話かファク
　スで猪砂まで。
　☎・ＦＡＸ 956-4788　
　携帯 090-3821-7547

テニス教室受講生募集
主催　羽曳野市施設管理公社
日時　９月１日～12月15日までの
　毎週火曜日　全10回 （予備日含む）
　19:00 ～21:00 
会場　駒ヶ谷テニスコート
対象　市内在住問わず市外の方でも可
定員　初級者20人・中級者20人
参加費　10,000円（保険料含む）
申�込　８月23日㈰ 駒ヶ谷テニスコ
ートにて10:00より受付、定員に
なりしだい締切。
　※参加費と印鑑を持参。
問合せ　駒ヶ谷テニスコート
　☎ 957-5963

秋季女性テニス教室
日時　９月11日から毎週金曜日
　（全10回）　９:30～11:00
会場　羽曳が丘西北公園テニスコート
定員　20人
費用　9,000円
主催　羽曳野市テニス連盟
申込　９月４日㈮・５日㈯　10:00 ～
　同公園テニスコート　
　※参加費持参
問合せ　草山　☎ 958-0102
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陵南の森生きがい情報センター

　超初心者大歓迎！
　受講者一人に対して一人の講師が専
属で親切丁寧に、指導します。
　パソコンに不安をお持ちの方でも気
軽に受講していただけます。
〔ワードの基礎から応用コース〕
　（文字入力・文書作成・はがき作成・
　 表作成・編集・その他）
〔エクセルの基礎から応用コース〕
　（文字入力・グラフ作成・表計算・
関数・家計簿作成・文書作成・その他）
〔デジカメコース〕
　（デジカメ写真をパソコンに取り込み、
　簡単な加工をする。）
日程　週1 回２時間全５回
　（ただしデジカメコースは全１回２時間）
費用　10,000 円テキスト込み
　（デジカメコースは2,000 円テキスト込み）
時間　各コース　①９:30～11:30
　②12:30～14:30 ③15:00～17:00
　※金曜日は午前のみ
会場　陵南の森生きがい情報センター内
申込　随時（平日９:30 ～ 17:00）
問合せ　同センター内 河内飛鳥UNIC会
　☎ 931-1900 ＦＡＸ 931-2112

マンツーマン・パソコンセミナー

向野老人いこいの家パソコン
自主体験生募集（無料）	
場所　向野老人いこいの家	
対�象　市内に在住する60歳以上の人
でパソコンの基本操作（入門講座・
IT 講習終了程度）できる人。	
定員　14人（先着）	
日�時　８月19日･26日、９月２日、
９日･16日、10月７日･14日･28日、�
11月４日･11日･18日･25日
　（全12回）水曜日13:30 ～16:00	
募集期間　８月３日㈪～５日㈬	
申込　電話申込にて受付けします。
　向野老人いこいの家　☎ 952-0033

青少年センター教室生徒募集！！
曜日 教室名 期間 時間 回数 定員 対象者 参加費 実費

伝
統
文
化
教
室

木

着付け
組紐

花結び
現代マナー

10 月

３月

14:00

16:00
20 回 10 人

高校生～
35 歳までの
青少年女子

2,000 円 組紐代等

日 華道
１月

３月

10:00

12:00
10 回 10 人

中学生～
35 歳までの
青少年男女

1,000 円 花代

～～

～～

申　込　随時受付　10:00 ～　先着順　　場　所　青少年センター
問合せ　社会教育課　内線 4460　　　　　　　　（月・火休館）　　　

広 

告

はびきのコロセアム　募集・お知らせ　☎ 937-3123
親子スポーツ教室　参加者募集
日時　９月10日～11月12日までの
　毎週木曜日（全10回）
　Ａクラス　９:30～10:10
　Ｂクラス　10:15～10:55
　Ｃクラス　11:00 ～12:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　の場合あり）
対�象　〔Ａ・Ｂクラス〕市内在住で
平成18 年４月２日～平成19 年 4
月1日生まれの未就園児1人とそ
の親が対象。
　〔Ｃクラス〕市内在住で平成18 年
　４月１日までに生まれた未就園児１
　人とその親が対象。
定員　各クラス35組70人
　※妊婦の方は参加できません。
費用　Ａ・Ｂクラス　4,000円
　Ｃクラス　5,000円（保険料含む）
申�込　８月３日㈪　９:00 ～８月17
日㈪にコロセアムへ仮申込をしてく
ださい。（電話可）。応募結果は締
め切り後に連絡します。
　多数の場合は８月27日㈭10:30
　～抽選。（10:00 受付）

パパ・ママも一緒に楽しもう！
親と子のキッドビクス　参加者募集
　親子で簡単なエアロビクスを通じ、
運動神経の発達を促し、繰り返すこ
とを嫌がらない元気で明るい子どもの
育成を目指すと共に、親子のスキンシ
ップを図ることを目的とします。運動
不足のお父さん、お母さんに最適。
日時　９月２日～11月18日の毎週
　水曜日（合計10回）15:15～16:15
　ただし、９月23日・11月４日を除く
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　の場合あり）
対�象　市内在住・在勤の親と平成15
年４月２日～平成19 年４月１日生
まれの子ども（対象年齢内であれば
子どもの複数参加可）
　※妊婦の方は参加できません。
定員　先着25組
費用　4,000円（保険料含む）
　※子ども複数参加の場合、1人ご
　　とに2,000円加算
申込　８月19日㈬　９:00～
　コロセアムで受付します。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

４日・11 日・
18 日・25 日㈫ 13:30 〜 16:30

市役所１階 市民相談室 開催日の前週の金曜日、９:00 ～専用電話にて予約を受付け
ます。専用電話（☎ 072‐957‐4000）
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。６日・20 日㈭ 陵南の森総合センター

女性相談
５日㈬

13:30 〜 16:30
市役所１階 市民相談室 ( 電話・面接 ) 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。

予約は随時受付けます。
（☎ 958‐1111　内線 1055）26 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

行政相談 12 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所１階 市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
直接お越しください。

消費者相談
毎週㈪㈮

（㈷は除く）
10:00 〜 15:00 レディースセンター

当日の９:30 までに産業振興課へ予約してください。
（先着４人）（☎ 958‐1111　内線 2780）

心配ごと相談
２日・16 日㈰

13:00 〜 16:00
市役所別館１階　④番窓口前面談室 予約不要。直接お越しください。民生委員の皆様が、あらゆ

るご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）９日・23 日㈰ 社会福祉協議会 西部事務所

障害者生活相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜 17:30 障害者総合支援センターはる
身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関
するご相談。（☎ 957‐1607・ ＦＡＸ 957‐1604）

８:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの
18 歳未満の障がい児の方のご相談。

（☎ 950‐1530･ ＦＡＸ 950‐1531）

９:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス
精神障がい者の方のご相談。

（☎ 953‐0519･ ＦＡＸ 953‐0567）

障害者雇用相談 20 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館１階　相談室
福祉支援課に予約。
( ☎ 958‐1111　内線 1150･ ＦＡＸ 957‐1238）

育児相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956‐1000）

教育相談 ７日・21 日㈮ 10:00 〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952‐0032）

育児・子育て・
児童相談

毎日
（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

直接お越しください（予約不要）。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐3308）

家庭児童相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:00 市役所別館 子育て支援課

子育て支援課に予約してください。
（☎ 958‐1111　内線 1224）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 〜 17:00 市役所別館 子育て支援課
子育て支援課に予約してください。

（☎ 958‐1111　内線 1224）

教育相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） 10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958‐7867）

年金相談 24 日㈪
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

市役所１階
予約不要。年金手帳など持参してください。保険料の納付は
できません。 （☎ 958‐1111　内線 1720）

総合相談 ４日・18 日㈫ 13:00 ～ 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または
直接お越しください。開催日以外でも平日随時受付。

（☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

21 日㈮ 14:00 ～ 17:00 羽曳野市市民会館３階５会議室
まずお電話でご相談ください。

（若者自立塾室生館：☎ 0745‐92‐5566)

介護相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

ボランティア相談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

総合福祉相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:30

市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。
電話でも相談可能。 （☎ 958‐2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953‐8067）

学習相談
毎日

（㈷は除く）
９:00 〜 17:00 LIC はびきの１階 市民大学

（☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950‐5650)、市民大学ウェブサイトで
も受付。

農業相談 25 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所４階 農業委員会事務局 前日までに予約（先着３人）（☎ 958‐1111 内線 4710）

地域就労相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜 17:00

地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937‐0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインター
　ネットサービスによる情報提供もしていますので、ご利用
　ください。

家族介護相談会 27 日㈭ 13:00 ～ 16:00 市役所別館２階　研修室３
電話でお申込ください。定員になりしだい締切ます。

（グループホームぶどうの家　☎ 950-0157）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー

（16～おおむね25歳）

毎日

㈯㈰㈷は除く
９:00 ～ 17:45

大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）

を専門の担当者がお受けします。☎（0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

㈯㈰㈷は除く
16:00 〜 22:00

青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06‐6946‐0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）で

お受けします。

８月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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ふ る さ と 納 税
ありがとうございます。

使い道、累計などについては市ウェブサイト
をご覧ください。

 廣谷　和弘 様　　 ￥10,000
（兵庫県明石市在住）

 石井　康晴 様　   金額非公表

 寺嶋　章郎 様　   金額非公表

 吉村　俊一 様　   金額非公表

 広沢　佳和 様　   金額非公表

 植田　修司 様　   金額非公表

 田中　俊次 様　   金額非公表

 太田　祥　 様　   金額非公表

 伊田　恭都 様　   金額非公表

 樽井　市治 様　   金額非公表

俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していな
い方を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電
話番号も添えてください。

（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当
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市民の皆さんの趣味の欄です

つ
わ

は
ぐ
く

ろ
く
ろ
く

に
お（
カ
イ
ツ
ブ
リ
）

“（仮称）はびきの市民公益活動センター開設準備委員会”から
市民公益活動を継続して続けておられる市民の方をご紹介します。
滝井頼市さん　羽曳が丘西在住

（活動内容）

　サラリーマン定年後、ボランティア活動として公園や道路のゴミ拾いや、ペットの
フンの落ちていない「きれいなまちづくり」のための啓発活動に取り組まれています。

危険物保安功労者消防庁長官表彰
　６月８日東京都千代田区麹町スクワール麹
町で開催された「平成 21年度全国危険物安
全大会」において消防庁長官より柏羽藤火災
予防協会会長岡本勝彦氏が、危険物保安功労
者表彰を受賞されました。危険物の安全管理
は当然の任務であると考え永年危険物関係業
務に携わってこられ火災予防協会員をはじめ、

　地域住民の方々からも絶大なる信望を受けて、会長就任以来、数々の行事に参
　加され火災予防啓蒙に努められています。

葛井寺「千日まいり」
　葛井寺で８月９日㈰に「千日まいり」
が行われます。同日は夕方から葛井
寺周辺に出店が並び、毎年約３万人
からの人々でにぎわいます。
　藤井寺駅周辺では夕方から交通が
制限され、16:00 〜23:00まで周辺
道路が通行制限となります。
※藤井寺駅前～までは路線バスの  
　み規制解除になっています。
　付近には駐車場がありませんので、
車でのご参詣はご遠慮ください。
　自転車の方は仮設刈田池跡広場駐
輪場または藤井寺駅南ブクンダ公園
仮設駐輪場をご利用ください。
　　　　　（葛井寺　☎ 938-0005）

仮設苅田池跡
  広場駐車場

自動車等通行
禁止道路区域

路線バスのみ
規制解除区域

市立藤井寺南
 ブクンダ公園
  仮設駐輪場

葛
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報
告
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
11
件
の
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
断

固
抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て
の
審
議
結
果
と
17
名

の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
及
び
総
務
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
内
容
等

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
の
条
例
制
定
を
可
決

ま
た
は
承
認

　

平
成
21
年
６
月
に
支
給
す
る
特
別
職
の
職
員
、

教
育
長
及
び
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
制
定
、
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
羽
曳
野
市
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
を
可

決
し
ま
し
た
。

○
平
成
20
年
度
各
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告

の
承
認

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
予
算
第
７
号
の
専
決

処
分
の
報
告
が
あ
り
、
総
額
3
8
5
億

4
3
1
7
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

会
計
の
国
民
健
康
保
険
、
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事

業
な
ど
の
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
予
算
第
２
号
・
第
３
号

が
上
程
さ
れ
、
総
額
3
4
9
億
5
6
0
5
万
６
千

円
と
し
、
ま
た
、
財
産
区
特
別
会
計
及
び
公
共
下

水
道
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
報
告
・
議
案
の
詳
細
は
次
頁
に
掲
載
し
ま
す
。

6
月
定
例
会

議
案
審
議

清寧陵古墳

古市古墳群を世界遺産に！
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一
般
質
問

樽
井
　
佳
代
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

古
市
東
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
問　

①
今
、
建
設
が
進
ん
で
い
る
古
市

小
学
校
体
育
館
の
竣
工
時
期
と
生
徒
の
プ
ー

ル
使
用
時
期
も
間
近
だ
が
、
こ
の
夏
の
水
泳

授
業
に
間
に
合
う
の
か
。
ま
た
、
安
全
管
理

に
は
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。
②
こ
の

体
育
館
は
完
成
後
に
地
域
の
災
害
時
の
避
難

拠
点
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
旧
屋
内
運
動
場

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
③
古
市
小
学
校
周
辺

に
は
多
く
の
公
共
施
設
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

建
築
年
数
も
相
当
経
過
し
て
い
る
が
、
今
回

の
体
育
館
新
設
に
伴
い
こ
れ
ら
の
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
7
月
上
旬
に
は
竣
工
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。
新
体
育
館
竣
工
前
に
プ
ー
ル

授
業
が
開
始
さ
れ
る
。
一
部
外
構
、
植
栽
工

事
等
は
実
施
さ
れ
る
が
、
学
校
や
工
事
関
係

者
と
十
分
調
整
を
図
り
生
徒
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。
②
避
難
経
路
を
設
け
、
災
害
発
生

時
の
地
域
の
避
難
拠
点
と
な
る
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
③
古
市
小
学
校
周
辺

の
公
共
施
設
の
一
体
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
会
館
、
古
市
図
書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
古
市
集
会
所
等

の
多
く
の
公
共
施
設
が
か
な
り
老
朽
化
し
て

い
る
。
羽
曳
野
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
想
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
古
市
６
町
の
区
長
、
白
鳥
神
社
と
話

を
し
、
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
の
方
向
で
考
え

て
も
ら
っ
て
い
る
。

●
質
問　

古
市
駅
東
側
の
広
場
は
、
か
つ
て

古
市
町
の
役
場
跡
だ
が
、
こ
の
広
場
か
ら
古

市
駅
や
改
札
口
へ
の
連
絡
は
出
来
な
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
。

●
答
弁　

東
側
の
駐
輪
場
跡
地
と
古
市
駅
西

側
と
の
整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
値
打
ち
が

な
い
。
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
問
題
に

お
い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
必
要
で
あ

る
。
国
は
３
基
の
補
助
金
を
出
す
が
、
府
は

２
基
し
か
認
め
な
い
。
あ
と
の
分
に
つ
い
て

は
市
が
カ
バ
ー
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地

域
の
利
便
性
も
考
え
て
整
備
を
し
た
い
。

●
質
問　

西
浦
高
校
の
跡
地
は
当
市
に
と
っ

て
は
必
要
不
可
欠
の
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の

後
大
阪
府
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

誉
田
、
峰
塚
中
学
校
の
老
朽
化
、

耐
震
化
も
含
め
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学

校
を
整
備
し
て
い
く
中
で
、
特
色
あ
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。
府

の
優
先
す
る
事
業
と
少
し
食
い
違
っ
て
い
る

の
で
、
知
事
、
府
教
委
に
当
市
の
思
い
を
伝

え
る
。

●
質
問　

国
道
１
６
６
号
、
竹
内
街
道
に
歩

道
設
置
と
歴
史
街
道
と
し
て
の
整
備
は
。

●
答
弁　

こ
の
国
道
は
白
鳥
交
差
点
か
ら
、

伊
勢
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
府
歩
道
整
備
計

画
案
に
基
づ
き
整
備
し
て
い
る
。
通
行
上
危

険
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
当
市
か
ら
府
へ
要
望

し
て
い
く
。
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
、
竹
内
街
道
を
古
墳
群
の
見
学
道
路

の
一
つ
と
し
て
の
整
備
、
観
光
ル
ー
ト
と
し

て
の
活
用
法
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

古
市
地
域
の
皆
様
が
、
長
年
の
夢

で
あ
っ
た
古
市
小
学
校
の
体
育
館
が
竣
工
す

る
こ
と
に
な
り
、
や
っ
と
地
域
の
子
供
達
に

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
、
北
川
市
長
は
じ
め

関
係
者
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
西
浦
高
校

の
跡
地
は
、
西
浦
地
域
の
人
々
が
教
育
施
設

の
た
め
に
譲
っ
た
も
の
で
あ
り
、
是
非
と
も

羽
曳
野
市
へ
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

報                　      告議  　　　　　案 

案　
　
　
　
　

件

結　

果

承
認

承
認

承
認

承
認

承
認

承
認

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

同
意

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

同
意

可
決（
全
会
一
致
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
２
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
））

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
）

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
予
算
）

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
６
月
に
支
給
す
る
特
別
職
の
職
員
、教
育
長
及
び
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

諮問

意見書
報告

議提

決議

2
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岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

古
市
小
学
校
体
育
館
に
つ
い
て

●
質
問　

①
体
育
館
の
竣
工
時
期
は
い
つ
頃

か
。
②
講
堂
の
上
の
教
室
移
転
お
よ
び
西
側

校
舎
へ
の
渡
り
廊
下
は
ど
う
な
る
の
か
、
体

育
館
竣
工
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
竣
工
時
期
は
７
月
上
旬
に
予
定

し
て
い
る
。
②
旧
体
育
館
に
は
６
教
室
が
併

設
さ
れ
、
渡
り
廊
下
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、

教
室
の
確
保
と
渡
り
廊
下
の
つ
け
か
え
が
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
に
工
事
実
施

設
計
を
行
い
、
平
成
22
年
度
に
校
舎
の
増
築

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
成
23

年
度
に
渡
り
廊
下
を
つ
け
か
え
た
上
で
、
旧

体
育
館
を
撤
去
す
る
予
定
で
あ
る
。

古
市
駅
前
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
に
つ
い
て

●
質
問　

①
古
市
駅
に
、
ど
こ
に
何
基
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

②
古
市
駅
東
の
駐
輪
場
跡
地
は
駅
前
広
場
用

地
で
、
古
市
の
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
場

所
か
ら
古
市
駅
改
札
口
に
直
結
す
る
よ
う
な

駅
前
広
場
に
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
、駐
輪
場
跡
地
整
備
基
本
構
想
に
は
、

跡
地
か
ら
古
市
駅
改
札
口
へ
直
接
入
っ
て
い

け
る
構
想
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

①
今
、
近
畿
日
本
鉄
道
の
ほ
う
か

ら
具
体
的
に
は
３
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
の
話
が
あ
る
。
上
り
、
下
り
の
ホ
ー
ム
に

直
結
を
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
３
基
目
に
つ

い
て
は
古
市
駅
西
側
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の

前
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
い
な
い
し
、
行
政
に

不
公
平
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
申
し
上
げ
て
い
る
。
西
側
の
部
分
、
東

側
の
部
分
に
つ
い
て
一
体
性
が
と
れ
る
よ
う

な
古
市
駅
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
し
た
が

っ
て
、
近
畿
日
本
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
東
と

西
の
乗
降
客
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
利
用
し
や

す
い
形
で
の
整
備
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
、
今
強
く
申
し
入
れ
て
い
る
。

②
東
の
駐
輪
場
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

駅
前
の
1
6
6
号
線
、
非
常
に
狭
隘
な
国
道

で
、
も
う
少
し
歩
道
の
整
備
も
含
め
て
、
幅

広
く
あ
の
部
分
だ
け
で
も
利
用
で
き
な
い
か

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
東

側
か
ら
も
古
市
の
駅
構
内
に
入
れ
る
よ
う

な
、
将
来
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
道
を
残
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
西
、
東
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
利
用
の
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
地
域

周
辺
の
皆
さ
ん
が
一
体
感
を
持
っ
て
、
利
用

で
き
る
よ
う
近
畿
日
本
鉄
道
と
も
話
を
し
て

い
き
た
い
。
古
市
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
当

市
の
ふ
さ
わ
し
い
玄
関
口
と
し
て
整
備
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
今

調
整
中
で
、
こ
こ
数
年
の
間
で
何
と
か
形
づ

く
り
を
し
た
い
。

●
要
望　

も
し
西
側
だ
け
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
つ
い
た
ら
、
東
側
の
駐
輪
場
跡
地
か
ら
そ

の
ま
ま
改
札
口
に
直
結
す
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
限
り
、
東
側
の
住
民
か
ら
不
平
不
満
が

出
て
く
る
。
や
は
り
東
側
駐
輪
場
跡
地
は
駅

前
広
場
で
あ
り
、
古
市
駅
改
札
口
へ
直
結
す

る
こ
と
が
大
前
提
で
、
そ
の
上
で
技
術
的
、

権
利
的
、
物
理
的
な
問
題
を
協
議
し
、
当
事

者
の
方
々
と
十
分
な
話
し
合
い
を
し
て
諸
問

題
を
解
消
し
、
少
し
で
も
早
く
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
取
り
残
さ
れ
て
き
た
と

い
う
思
い
の
強
い
古
市
の
皆
さ
ん
方
に
と
っ

て
、
将
来
夢
を
持
て
る
場
所
と
し
て
、
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

と
し
て
、
古
市
駅
前
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
強
く
強
く
要
望
す
る
。

3

花
川
雅
昭
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

●
質
問　

恵
我
ノ
荘
駅
南
側
線
と
駅
前
広

場
、
ま
た
商
店
街
な
ど
商
業
拠
点
と
し
て
の

事
業
展
開
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

恵
我
ノ
荘
駅
南
側
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
停
か
ら
恵
我
ノ
荘
駅
ま
で
の
歩
行
空
間

整
備
を
今
年
度
に
施
工
予
定
。
予
定
は
７
月

か
ら
９
月
末
に
整
備
内
容
を
決
定
し
、
工
事

期
間
は
12
月
か
ら
３
月
末
の
予
定
。
こ
の
整

備
に
よ
り
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
歩

行
者
の
交
通
危
険
箇
所
の
回
避
、
さ
ら
に
は

商
業
の
活
性
化
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

恵
我
ノ
荘
駅
前
暫
定
整
備
に
つ
い

て
は
、
時
代
と
地
域
に
合
っ
た
効
果
的
な
駅

前
広
場
の
設
計
を
期
待
す
る
。

●
質
問　

府
道
郡
戸
大
堀
線
の
今
後
の
路
線

整
備
の
動
向
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

本
年
４
月
に
大
阪
府
の
富
田
林
土

木
事
務
所
に
市
町
村
と
共
同
で
事
業
推
進
す

る
地
域
支
援
課
が
新
設
さ
れ
、
同
課
と
と
も

に
事
業
計
画
立
ち
上
げ
に
向
け
て
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

今
後
、
府
と
綿
密
に
連
携
を
と
り
、

市
民
で
あ
り
府
民
の
安
全
な
道
路
整
備
を
市

と
し
て
強
く
大
阪
府
に
要
望
し
、
一
日
も
早

く
整
備
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

●
質
問　

市
内
の
21
路
線
の
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ま
た
東
大
塚
美
陵
線

の
延
伸
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

都
市
計
画
道
路
は
、
広
域
幹
線
及

び
市
域
内
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

が
必
要
で
あ
り
、
本
市
の
都
市
形
成
に
は
不

可
欠
で
あ
る
が
、
経
済
情
勢
な
ど
社
会
情
勢

を
考
慮
し
、
一
定
の
見
直
し
を
す
る
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
事
業
予
定
は
、
府
営
古
市
住
宅
の

建
て
か
え
に
伴
う
、
碓
井
蔵
之
内
線
の
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
東
大
塚
美

陵
線
の
行
政
界
付
近
の
未
整
備
区
間
に
つ
い

て
は
、
松
原
市
の
都
市
計
画
道
路
の
計
画
を

含
め
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
真
剣

に
考
え
て
い
た
だ
き
い
。
ま
た
、
恵
我
ノ
荘

駅
前
南
側
の
暫
定
整
備
事
業
に
伴
い
、
現
在

建
築
制
限
し
て
い
る
都
市
計
画
法
53
条
に
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
第
55
条
の
規
制
を
検

討
し
て
ほ
し
い
、
そ
の
こ
と
が
市
と
し
て
の

意
気
込
み
で
あ
り
、
恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
と
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
え
考

る
。

●
質
問　

広
域
的
視
点
で
の
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
に
つ
い
て
当
市
と
し
て
の
検
討

や
調
査
研
究
、
ま
た
、
他
市
と
の
協
議
の
有

無
、
今
後
の
事
業
展
開
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

保
険
事
業
の
広
域
化
に
向
け
て
他

市
と
の
具
体
的
な
協
議
を
行
っ
た
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
今
後
広
域
化
に
際
し
て
は
、

先
進
的
な
本
市
の
特
色
を
発
信
し
つ
つ
広
域

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
よ
く
議
論

研
究
を
重
ね
て
い
く
。

●
要
望　

今
後
保
険
事
業
を
中
期
的
に
見
据

え
た
と
き
、
新
た
な
国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
を
当
市
が
リ
ー
ド
で
き
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

●
そ
の
他
の
要
望

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
い
て
、
支
援

事
業
の
取
り
扱
い
で
は
十
分
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
と
の
調
整
を
要
望
す
る
。

住
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
市
の
責
務
で
あ

り
、
迅
速
、
的
確
に
市
民
の
た
め
効
果
的
、

効
率
的
な
対
応
、対
策
の
推
進
を
要
望
す
る
。
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秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

羽
曳
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
（
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
の
５

ヵ
年
計
画
）
に
よ
り
①
学
校
の
計
画
的
な
蔵

書
の
充
実
に
努
め
、
学
校
図
書
館
図
書
標
準

達
成
に
努
め
ま
す
。
②
小
中
学
校
に
学
校
司

書
の
全
校
配
置
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
い

ま
す
。
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
推
進
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
①
小
中
学
校

図
書
館
の
専
任
司
書
（
学
校
司
書
）
の
現
在

の
配
置
状
況
に
つ
い
て
。
②
小
中
学
校
図
書

館
の
蔵
書
計
画
に
つ
い
て
③
長
期
休
暇
の
学

校
図
書
館
の
活
用
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

●
答
弁　

①
司
書
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
８
年
度
よ
り
随
時
配
置
し
、
現
在
、
小
学

校
13
校
、
中
学
校
２
校
に
専
任
司
書
を
配
置

し
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
２
名
を
中
学
校
全

体
で
活
用
す
る
。
②
蔵
書
計
画
に
つ
い
て
は
、

１
校
あ
た
り
の
図
書
購
入
費
は
、
小
学
校
約

36
万
円
、
中
学
校
約
25
万
円
で
推
移
し
て
お

り
、
平
成
15
年
度
に
小
学
校
10
万
冊
、
中
学

校
４
万
冊
を
超
え
、
現
在
そ
の
水
準
を
維
持

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
校
の
蔵
書
数
は
微

増
傾
向
に
あ
る
が
、
図
書
費
が
充
実
し
て
い

た
当
時
に
購
入
し
た
図
書
資
料
が
廃
棄
対
象

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
当
分
の
間
は
現
状
の

状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
③
学
校

図
書
館
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
話
の
会
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
長
期
休
業

中
の
開
館
や
土
曜
子
ど
も
ク
ラ
ブ
開
催
日
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど
で
、
今
後
と
も
積

極
的
に
学
校
図
書
館
の
活
用
を
図
り
た
い
。

●
要
望　

羽
曳
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で

あ
る
。
あ
と
２
年
半
。
ど
う
か
こ
の
推
進
計

画
ど
お
り
、
一
日
も
早
く
全
小
中
学
校
へ
の

専
任
司
書
を
配
置
し
、
学
校
図
書
館
の
充
実

を
図
り
、
学
校
図
書
館
が
子
供
み
ず
か
ら
学

ぶ
学
習
拠
点
と
し
て
、
機
能
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

通
学
路
の
安
全
点
検
整
備
に
つ
い
て

●
質
問　

小
学
生
の
登
下
校
は
、
ほ
と
ん
ど

の
地
元
町
会
に
お
い
て
見
守
り
体
制
が
整
備

さ
れ
、
安
心
し
て
通
学
で
き
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て
対
応
が
求
め

ら
れ
る
の
が
通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備
で
あ

る
。
現
在
、
安
全
点
検
整
備
が
ど
の
よ
う
な

体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
す
る
。

●
答
弁　

道
路
課
を
中
心
に
点
検
を
実
施

し
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
担
当
各
課
に
呼
び
か
け
、
そ
の
体
制
に
つ

い
て
協
議
し
、
登
下
校
の
安
全
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

●
要
望　

通
学
路
の
改
善
要
望
や
相
談
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
あ
る
い
は
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

時
、
徹
底
し
て
教
育
委
員
会
が
窓
口
と
な
り

対
処
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

野
外
活
動
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

●
質
問　

本
年
８
月
１
日
に
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル

に
お
い
て
野
外
活
動
施
設
の
開
設
が
予
定
さ

れ
、
市
内
で
の
キ
ャ
ン
プ
活
動
が
可
能
と
な

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
市
立
の
３
施
設
の
整

合
性
を
お
尋
ね
す
る
。

●
答
弁　

グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
は
、
テ
ン
ト
２
張
り
張
る
こ
と
が

出
来
る
サ
イ
ト
が
８
サ
イ
ト
で
、
青
少
年
関

係
団
体
や
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用

な
ど
を
図
っ
て
い
く
。
山
添
村
生
涯
学
習
施

設
（
奈
良
県
）
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
開
設
。

各
施
設
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
有
効
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）　

乳
が
ん
検
診
の
更
な
る
拡
充
に
つ
い
て

●
質
問　

私
は
女
性
の
立
場
で
議
員
の
使
命

を
い
た
だ
き
、
特
に
女
性
の
健
康
を
一
つ
の
柱

と
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
。
特
に
乳
が
ん
検
診

で
は
、
そ
の
実
現
に
関
与
し
て
き
た
。
現
在
実

施
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
等
の
受
診
状

況
、
ま
た
効
果
は
ど
う
か
。
乳
が
ん
は
サ
イ
レ

ン
ト
キ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
、
症
状
が
出
た
こ
ろ
に

は
乳
房
の
全
摘
や
抗
が
ん
治
療
が
あ
り
、
死
亡

す
る
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
し
か
し
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
助
か
る
率
の
高
い
の
も
乳
が
ん

で
あ
る
。
市
と
し
て
今
後
30
歳
以
上
の
エ
コ
ー

検
診
の
必
要
性
と
そ
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

平
成
16
年
４
月
乳
が
ん
検
診
対
象

者
は
40
歳
以
上
に
、
ま
た
検
診
実
施
回
数
は
原

則
同
一
人
に
つ
い
て
２
年
に
１
回
と
改
定
さ

れ
、
平
成
17
年
度
か
ら
市
に
お
い
て
も
40
歳
以

上
の
対
象
者
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
並
び
に

視
触
診
を
基
本
に
実
施
し
て
い
る
。
平
成
20
年

度
は
1
6
8
7
人
の
受
診
が
あ
り
、
増
加
し
て

い
る
。
30
歳
代
エ
コ
ー
検
診
を
含
め
、
今
後
近

隣
各
市
の
状
況
も
踏
ま
え
乳
が
ん
検
診
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
要
望　

５
月
28
日
、
平
成
21
年
度
の
補
正
予

算
が
成
立
、
特
に
乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
な

ど
、
公
明
党
が
、
が
ん
対
策
基
本
法
の
成
立
な

ど
一
貫
し
て
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
。
市
民
の
健
康
を
守
り
、
病
気
に
か
か
ら

な
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
自
治
体
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
責
務
で
あ
る
。
30
歳
以
上
の
エ
コ

ー
検
診
の
実
施
、
ま
た
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
取
り
組
み
で
早
期
実
現
を
要
望
す

る
。

市
役
所
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て

●
質
問　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
そ
の
対
処
に
つ
い
て
。
ま
た
市
民
の
デ
ー
タ

が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
で
窓
口
業
務
で
の
市
民

へ
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
市
役
所

庁
内
に
お
け
る
情
報
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
は
ど

う
か
。
職
員
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
質
問
。

市
民
に
対
し
、
そ
の
後
の
経
過
と
今
回
改
善
し

た
点
な
ど
デ
ー
タ
取
り
扱
い
の
安
心
・
安
全
の

ア
ピ
ー
ル
を
さ
れ
た
か
。
今
回
、
市
が
経
験
し

た
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
問
題
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部

門
の
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
を
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
最
た
る
も
の
、
こ
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
は
３
月
17
日
に

収
束
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
流
出
は
一
切
無

く
、
拡
散
の
元
に
な
っ
た
Ｐ
Ｃ
か
ら
サ
ー
バ
ー

に
感
染
し
、各
端
末
に
広
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
18
年
に
職
員
に
個
人
情
報
保
護
・
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
各

課
１
冊
ず
つ
配
付
、
個
々
の
職
員
は
い
つ
で
も

閲
覧
で
き
る
よ
う
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
関
連

フ
ォ
ル
ダ
ー
を
用
意
し
て
対
応
。
毎
月
２
日
を

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
日
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
盛
り
込
む
べ
き
内
容
、
手
法
な
ど
を
整
備

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

情
報
社
会
に
な
り
、
市
民
の
大
事
な

デ
ー
タ
を
扱
う
職
員
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と

責
任
の
重
大
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
さ
ら
な
る
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
の
見
直
し

と
徹
底
、
ま
た
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に

つ
い
て
は
今
回
の
こ
と
が
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
腰
を
据
え
た
し
っ
か
り
し
た
取
り
組

み
と
事
故
前
提
社
会
を
常
に
意
識
し
業
務
に
当

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
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井
上
裕
美
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

情
報
発
信
方
法
の
拡
充
に
つ
い
て

●
質
問　

①
市
の
取
り
組
み
と
現
状
に
つ
い

て
②
本
市
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

●
答
弁　

①
市
と
し
て
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
第
５
次

総
合
基
本
計
画
に
お
い
て
、
情
報
公
開
と
広

報
活
動
の
充
実
を
目
標
に
積
極
的
な
情
報
の

提
供
の
取
り
組
み
に
努
め
、
広
報
な
ど
多
様

な
媒
体
を
活
用
し
、
行
政
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
正
確
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
今
後
、
職
員
研
修
等
を
通
じ
取
り
組
み
の

改
善
に
努
め
る
。

●
質
問　

今
後
の
保
育
、
介
護
に
関
す
る
方

針
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
情
報

発
信
方
法
の
拡
充
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て

市
の
取
り
組
み
と
現
状
、
今
後
の
計
画
は
。

市
と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
お

け
る
情
報
発
信
方
法
の
取
り
組
み
の
現
状
及

び
今
後
の
計
画
は
。

●
答
弁　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
に
お
け

る
情
報
発
信
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ

な
ど
を
各
部
署
に
設
置
し
、
広
報
紙
に
よ
る

掲
載
等
を
行
っ
て
い
る
。
保
育
園
の
空
き
情

報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
保
育
園

の
事
情
や
突
発
的
な
対
応
等
の
た
め
に
す
べ

て
の
空
き
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
現
在
は
窓
口
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

の
あ
っ
た
市
民
に
対
し
、
個
別
の
対
応
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
効
果

的
な
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

介
護
福
祉
施
設
や
介
護
の
方
針
に
関
す
る

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
現
在
高
齢
者
介
護

施
設
に
お
け
る
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
、
介
護
に
関
す
る
情
報
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
て
市
民
や
事
業
者
に
提
供
し
て

い
る
が
、
空
き
情
報
等
最
新
情
報
に
つ
い
て

は
、
今
後
市
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
注
意
喚
起
等
の

啓
発
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
な
ど

を
行
っ
た
。
今
後
予
想
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
際
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
発
信
や
注
意
喚
起
等
に
つ
い
て
、
状
況

に
応
じ
て
対
応
す
る
。

●
要
望　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
下
旬
に
羽
曳

野
市
で
感
染
者
が
出
た
と
か
出
な
い
と
か
う

わ
さ
が
流
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

秋
口
か
ら
再
度
流
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測

さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
を

通
じ
、
発
生
状
況
速
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、

感
染
者
の
傾
向
と
対
策
を
つ
か
み
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
々
や
高
齢
者
、
乳
幼

児
へ
の
必
要
に
応
じ
た
支
援
に
つ
い
て
協
議

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

現
状
の
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
の
内
容
に
は
、

関
連
機
関
電
話
帳
、市
役
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

救
急
医
療
、
市
内
避
難
場
所
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び

き
の
情
報
が
あ
る
が
、
今
後
市
民
の
皆
様
に

役
立
つ
情
報
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
よ
う

要
望
す
る
。
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
市
の
広
報
な
ど
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載

す
る
な
ど
、
若
い
世
代
に
も
羽
曳
野
市
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

保
育
園
の
空
き
状
況
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
河
内
長
野
市
と
箕
面
市
し
か
実
施
さ

れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
他
市
に

で
き
て
羽
曳
野
市
に
で
き
な
い
特
別
な
理
由

が
な
け
れ
ば
、
市
立
、
私
立
に
無
認
可
の
保

育
園
を
含
め
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

5

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

南
河
内
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
つ
い
て

●
質
問　

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
北
地
区
の
経
緯

と
予
定
は
。

●
答
弁　

平
成
４
年
基
本
構
想
発
表
。
平
成

８
年
事
業
凍
結
。
平
成
14
年
造
成
着
手
。
平

成
17
年
か
ら
５
年
間
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
し
て

暫
定
利
用
。
平
成
18
年
府
、
市
、
府
住
宅
供

給
公
社
で
活
用
方
策
を
検
討
。
平
成
19
年
半

分
を
戸
建
住
宅
、
半
分
を
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

と
す
る
計
画
案
を
確
認
。
平
成
20
年
事
業
コ

ン
ペ
。
平
成
21
年
業
者
辞
退
。
再
度
、
実
施

に
向
け
て
取
り
組
み
中
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
は
現
在
工
事
中
。

●
質
問　

担
当
副
市
長
の
考
え
方
と
方
向
性

は
。

●
寺
西
副
市
長　

大
き
な
役
割
は
府
と
市
と

の
パ
イ
プ
役
で
、
府
、
公
社
と
の
調
整
に
全

力
を
尽
く
す
。
府
を
退
職
し
て
当
市
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
主
張
す
べ
き

は
主
張
す
る
。

●
質
問　
「
オ
オ
タ
カ
の
巣
」
近
く
の
羽
曳

が
丘
西
１
丁
目
～
西
４
丁
目
に
か
け
て
の
谷

筋
を
開
発
す
る
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
そ
こ

は
農
地
改
良
と
い
う
名
目
で
、
す
で
に
造
成

さ
れ
て
い
る
。
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
は

簡
単
に
で
き
る
の
か
。

●
答
弁　

本
来
、
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
地

域
。
平
成
19
年
都
市
計
画
法
が
改
正
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
５
千
㎡
以
上
で
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
都
市
計
画
審
議
会
の
決
定
で

開
発
許
可
が
で
き
る
。　

●
質
問　

北
川
市
長
も
残
し
た
い
と
い
っ
て

い
る
「
み
ど
り
い
き
い
き
ゾ
ー
ン
」
を
ど
う

す
る
の
か
。

●
答
弁　

野
鳥
や
植
物
生
息
で
き
る
自
然
環

境
の
里
と
し
て
、
緑
地
空
間
の
保
全
を
図
る
。

市
街
化
調
整
区
域
、
農
業
振
興
地
域
、
宅
地

造
成
等
規
制
区
域
な
ど
の
法
規
制
が
あ
り
、

地
権
者
の
意
向
調
整
し
、
緑
の
保
全
に
努

め
た
い
。

●
質
問　

道
の
駅
の
採
算
は
。

●
答
弁　

地
代
収
入
は
農
協
か
ら
約

5
9
9
万
円
、
商
工
会
か
ら
約
3
4
7
万
円

と
な
る
が
、
値
上
げ
の
要
因
は
な
い
。
長

期
債
の
返
還
額
は
約
２
5
6
7
万
円
、
維

持
管
理
費
は
約
２
９
０
０
万
円
。

●
質
問　

道
の
駅
の
機
能
は
商
業
ゾ
ー
ン

に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
駐
車
場
を
持
た
な

い
商
業
施
設
は
な
い
。
受
益
者
負
担
が
原

則
で
立
体
駐
車
場
を
建
設
し
て
は
。

●
藤
田
副
市
長　

貴
重
な
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
が
、
設
立
に
当
た
っ
て
の
経
緯
も

あ
り
、
市
長
と
協
議
す
る
。

●
質
問　

道
の
駅
周
辺
の
交
通
対
策
は
。

●
答
弁　

対
策
協
議
会
で
原
因
追
及
。
府

に
は
南
阪
奈
道
路
側
道
４
車
線
化
の
要
望

を
継
続
。
市
道
は
び
き
の
1
2
8
号
線
の
停

滞
緩
和
の
た
め
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
北
出
口
の

車
両
の
誘
導
は
、
市
道
は
び
き
の
1
2
8

号
線
へ
出
な
い
よ
う
臨
機
応
変
に
し
て
も

良
い
と
の
こ
と
。

●
質
問　

市
道
は
び
き
の
1
2
8
号
線
の

交
通
対
策
は
。

●
答
弁　

路
面
標
示
や
立
看
板
、
注
意
喚
起

の
標
示
を
し
た
。
市
道
は
び
き
の
号
線
と
市

道
羽
曳
が
丘
西
34
号
線
交
差
点
ほ
か
一
箇

所
を
最
優
先
箇
所
と
し
て
警
察
に
要
望
中
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

●
質
問　

①
開
発
に
お
け
る
保
育
園
、
幼

稚
園
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
②
細
街
路

に
つ
い
て
の
市
の
基
準
は
。

●
答
弁　

①
５
千
㎡
規
模
の
開
発
で
は
保

育
園
や
幼
稚
園
の
用
地
提
供
の
義
務
は
な

い
。
連
続
し
そ
う
な
開
発
は
一
体
の
開
発

と
み
な
し
、
粘
り
強
く
指
導
す
る
。
②
通

過
交
通
を
さ
せ
な
い
道
路
配
置
で
、
袋
小

路
に
な
ら
な
い
よ
う
に
指
導
。
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小
田
敏
朗
（
公
明
党
）　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
地
方
支
援
策
に

つ
い
て

●
質
問　

市
教
委
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
財

政
当
局
に
働
き
か
け
た
か
。

●
答
弁　

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
配
分
さ
れ

た
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
的

な
事
業
を
実
施
し
、
教
育
環
境
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。

●
質
問　

市
教
委
と
し
て
、
教
育
現
場
に
ど

の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
を
展
開
し

て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

社
会
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
学
校
の
指
示
事
項

の
中
で
、
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
に
お
い
て
、
問
題
解
決
や
情
報
の
収
集
、

発
信
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
指
示
し
て
い
る
。
今
後
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の
有
効
な
活
用
や
学
校
間
で
の

テ
レ
ビ
会
議
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
の
改

革
は
教
え
る
側
の
意
識
や
ス
キ
ル
面
を
初
め

と
し
て
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
事
実
。

財
政
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
単
な
る

箱
物
投
資
で
終
わ
ら
な
い
た
め
に
、
中
・
長

期
の
展
望
を
持
っ
て
教
育
の
再
生
、
充
実
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

古
市
駅
の
改
善
、
周
辺
の
問
題
に
つ
い
て

●
質
問　

本
年
３
月
に
、
駅
前
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
の
質
問
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
展
開
を
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

障
害
者
や
高
齢
者
を
初
め
、
あ
ら

ゆ
る
人
が
安
全
・
快
適
に
施
設
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
内
容
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
や
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。
本
市

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

拠
点
と
し
て
の
形
成
を
図
る
。

●
質
問　

古
市
駅
の
改
善
、
問
題
点
に
つ
い

て
、
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
ー
ミ

ナ
ル
拠
点
と
し
て
の
形
成
を
図
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
方
向
性
が
見
え
な
い
。
今
後
は
駅

周
辺
を
総
合
的
な
青
図
面
で
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
示
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。
ま

た
、
観
光
や
産
業
の
立
場
か
ら
本
市
を
全
国

的
に
知
ら
し
め
る
よ
う
、
古
市
駅
を
羽
曳
野

市
駅
も
し
く
は
羽
曳
野
市
古
市
駅
に
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考

え
か
。

●
市
長　

当
市
は
こ
の
古
市
駅
周
辺
を
具
体

的
に
決
定
を
す
る
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い

る
。
一
定
の
素
案
が
で
き
た
ら
地
域
住
民
や

近
鉄
日
本
鉄
道
も
含
め
て
話
を
し
て
い
き
た

い
。
駅
名
変
更
に
つ
い
て
、
古
市
の
駅
周
辺

整
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
も
含
め
事
業

が
動
く
と
き
に
は
、
私
自
身
は
行
政
が
動
く

こ
と
に
つ
い
て
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

●
要
望　

古
市
駅
並
び
に
古
市
駅
周
辺
の
改

善
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
中
・
長
期
計
画
の
も

と
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
情
報
発
信
を
し

て
も
ら
い
た
い
。
今
後
、
駅
周
辺
に
道
路
整

備
が
必
要
。
将
来
的
に
本
市
の
発
展
を
考
え

た
場
合
、
郡
戸
古
市
線
の
東
側
へ
の
延
伸
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
人
、
車
の
動
線
バ

ラ
ン
ス
が
非
常
に
悪
い
。
ぜ
ひ
各
関
係
省
庁

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
駅
の
東
西
を
一
体

と
し
て
考
え
、
周
辺
の
整
備
と
並
行
し
て
道

路
整
備
の
検
討
も
願
い
た
い
。

田
仲
基
一
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

市
内
小
学
校
校
庭
芝
生
化
に
つ
い
て

●
質
問　

大
阪
府
の
全
額
助
成
制
度
を
受

け
、
当
市
の
状
況
は
。

●
答
弁　

本
年
度
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
的

に
２
校
区
に
依
頼
を
か
け
、
現
在
地
域
で

の
活
動
団
体
を
組
織
す
る
中
で
補
助
金
の

申
請
に
向
け
て
動
き
を
進
め
て
い
る
。

中
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て

●
質
問　

わ
が
国
で
は
学
校
給
食
法
に
お

い
て
、
義
務
教
育
下
で
の
給
食
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
全
国
平
均
と
大
阪
府
の
実
施

率
を
問
う
。

●
答
弁　

文
科
省
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、

平
成
19
年
５
月
１
日
現
在
、
大
阪
府
10
・

4
％
、
全
国
平
均
で
は
80
・
5
％
。

●
教
育
長　

確
か
に
大
阪
府
の
率
は
非
常

に
低
い
。
し
か
し
、
中
学
校
給
食
が
低
い

イ
コ
ー
ル
だ
め
と
い
う
こ
と
で
な
し
に
、
問

題
点
に
つ
い
て
は
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
を
含
め
た
１
万
２
千
食
の
給
食
で
、

し
か
も
米
飯
給
食
の
可
能
な
状
況
に
す
る

の
か
、
民
間
委
託
を
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
概
算
も
出
し
な

が
ら
、
将
来
を
見
越
し
動
い
て
い
る
。

●
要
望　

教
育
長
の
前
で
は
私
た
ち
世
代

の
願
い
は
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
に
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
で
き
な
い
か
ら
考
え
な

い
の
で
は
な
く
、
や
る
た
め
に
今
の
現
状

を
ど
う
変
え
る
か
、
こ
う
す
れ
ば
で
き
る

と
い
う
建
設
的
な
考
え
を
ぜ
ひ
投
げ
か
け

て
ほ
し
い
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

●
質
問　

市
の
給
食
制
度
は
市
民
の
食
育

と
市
民
の
安
全
に
寄
与
す
べ
く
、
学
校
給

食
に
特
化
せ
ず
、
独
居
世
代
や
配
食
を
希

望
す
る
す
べ
て
の
市
民
の
安
定
し
た
安
全

な
食
の
実
現
の
た
め
に
運
用
す
る
施
設
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
世
界
的
な
食
料
不

足
の
時
代
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
将
来
に

お
い
て
は
、
国
民
の
最
低
限
の
食
の
維
持
を

守
る
「
食
守
」
と
い
う
概
念
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
高

齢
者
と
な
り
、
少
子
化
に
よ
り
現
在
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
担
い
が
激
変
す
る
で
あ
ろ
う
未

来
に
向
け
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
羽
曳
野
市

民
の
包
括
的
な
食
の
基
盤
づ
く
り
の
場
と
し

て
、今
か
ら
構
想
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、

市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

中
学
校
給
食
、
福
祉
給
食
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
柄
で
あ
る
。
既
に
羽
曳
が
丘
の
町
会
の
皆

さ
ん
、
Ｅ
＆
Ｌ
が
主
体
に
な
っ
て
配
ぜ
ん
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
地
域
で
地
元
の
皆
さ

ん
が
動
い
て
、
そ
し
て
そ
の
見
守
り
も
含
め

て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
る
。「
市
民
と
協
働

の
給
食
」と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

大
き
く
は
や
は
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

か
え
に
つ
い
て
は
、
近
い
う
ち
に
必
ず
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
要
望　

将
来
独
居
老
人
の
方
や
生
活
困
窮

者
の
方
が
餓
死
す
る
と
い
っ
た
悲
劇
を
羽
曳

野
市
内
で
起
こ
さ
な
い
。
市
民
生
活
の
危
機

管
理
に
つ
な
が
る
食
育
、
食
安
、
食
守
の
時

代
へ
の
備
え
を
、
未
来
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

国
内
先
駆
け
と
な
る
新
し
い
担
い
と
し
て
構

想
を
始
め
て
い
た
だ
き
、
羽
曳
野
市
の
確
か

な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

う
。

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
要
望　

人
は
城
な
り
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
本
事
業
は
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
そ
れ
を

つ
く
っ
て
い
く
人
と
な
り
に
羽
曳
野
市
の
市

民
活
動
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
。
羽
曳
野

カ
ラ
ー
を
つ
く
る
べ
く
、
行
政
マ
ン
と
し
て

の
心
の
壁
を
乗
り
越
え
、
一
人
の
人
間
と
し

て
セ
ン
タ
ー
の
魂
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
現
在
の
準
備
室
に
つ
い
て
、
本

セ
ン
タ
ー
設
置
後
も
こ
の
場
所
を
セ
ン
タ
ー

の
情
報
発
信
地
と
し
て
名
称
を
変
え
、
残
し

て
ほ
し
い
。
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田
村
啓
二
（
日
本
共
産
党
）

不
況
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　

今
必
要
な
不
況
対
策
は
、
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
雇
用
・
社
会
保

障
・
中
小
企
業
対
策
・
農
林
水
産
業
・
税
制

な
ど
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
。
大
企
業
優

遇
の
対
策
が
自
民
・
公
明
政
治
で
や
ら
れ
て

い
る
が
、
自
治
体
独
自
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
な
ど
が
多
く
の
自
治
体
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
に
仕
事
を
増

や
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
も
寄
与
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
実
施
の
自
治
体

は
、
19
都
道
府
県
83
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
²
削
減
は
世
界
的
規
模
で
進
ん
で
い

る
。
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
補
助
制
度
を
創

設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

実
施
に
伴
う
諸
問
題
解
決
に
至
っ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
す
る
。

●
意
見　

市
独
自
で
こ
う
い
う
制
度
は
、
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
地
元
業
者
を
励
ま
す
こ
と

に
な
る
。
２
つ
の
施
策
具
体
的
な
中
味
の
検

討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

都
市
近
郊
農
業
に
つ
い
て

●
質
問　

①
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
経

過
し
た
が
、
市
内
の
農
業
は
変
わ
っ
て
来
た

の
か
。
②
農
地
法
改
正
が
国
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
販
売
農
家
の
登
録
は
、
オ
ー
プ

ン
時
の
76
軒
か
ら
、
現
在
2
3
7
軒
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
②
法
改
正
を
踏
ま
え
、
地
主
、

耕
作
者
に
適
切
に
対
応
す
る
。

●
意
見　

駒
ヶ
谷
は
ぶ
ど
う
畑
が
あ
る
緑
豊

か
な
自
然
な
町
。
イ
ノ
シ
シ
に
対
し
て
そ
れ

な
り
の
対
応
は
必
要
だ
が
、
わ
ず
か
で
も
若

い
人
た
ち
が
跡
を
継
げ
る
そ
う
い
う
施
策
を

今
、
市
が
と
る
べ
き
。

コ
ロ
セ
ア
ム
の
第
２
期
工
事
に
つ
い
て

●
質
問　

当
初
計
画
で
は
、
①
プ
ー
ル
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
計
画
さ
れ
地
質
調
査
も

し
た
が
、
遊
歩
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

な
ど
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
変
更
は
ど

こ
で
決
定
さ
れ
た
の
か
。
②
奥
の
駐
車
場
が
、

全
面
舗
装
に
な
っ
て
い
る
。
工
事
計
画
は
ど

こ
で
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

●
答
弁　

①
プ
ー
ル
等
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
財
政
状
況
な
ど
に
よ
り
保
留
。

そ
の
間
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用
。
②
駐
車

枠
を
明
確
に
す
る
た
め
の
舗
装
。
第
二
期
工

事
を
議
会
で
計
画
を
ど
う
す
る
と
い
う
決
定

し
た
記
憶
は
な
い
。

●
意
見　

２
期
工
事
に
反
対
し
て
い
な
い
。

市
民
の
意
見
を
聞
き
利
用
し
や
す
い
公
共
施

設
に
す
べ
き
で
あ
る
。

市
立
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
質
問　

地
対
財
特
法
と
い
う
同
和
行
政
の

唯
一
の
法
律
も
終
わ
っ
た
。
部
落
解
放
同
盟

や
地
域
人
権
協
議
会
向
野
支
部
が
公
共
施
設

を
使
う
理
由
も
な
い
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
退
去

し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。

●
答
弁　

地
域
人
権
協
議
会
、
部
落
解
放
同

盟
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
お
り
、
施
設
は
部
落

差
別
だ
け
で
な
し
に
、
自
立
支
援
、
生
涯
学

習
と
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
持
っ
た
施
設
へ
今

後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

●
意
見　

最
初
に
質
問
し
た
部
落
解
放
同
盟

向
野
支
部
、
地
域
人
権
協
議
会
に
退
去
し
て

も
ら
う
事
に
つ
い
て
答
弁
が
な
い
。
府
下
で

部
落
解
放
同
盟
が
入
っ
て
い
る
公
共
施
設

は
、
羽
曳
野
、
富
田
林
、
松
原
と
あ
と
一
市

ぐ
ら
い
。
大
阪
市
は
家
賃
を
も
ら
っ
て
い
た

団
体
に
出
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
は
家
賃
も

１
円
の
光
熱
費
も
も
ら
っ
て
い
な
い
。
40
年

間
で
月
５
万
円
と
し
て
も
２
４
０
０
万
円
を

タ
ダ
で
あ
げ
て
い
る
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

●
質
問　

国
民
健
康
保
険
料
は
昨
年
１
世
帯

9
4
6
1
円
値
上
げ
さ
れ
、
今
年
さ
ら
に
約

８
千
円
の
値
上
げ
と
な
る
。
加
入
者
の
85
％

が
年
間
所
得
3
0
0
万
円
以
下
の
世
帯
。
大

人
2
人
、
子
供
２
人
の
4
人
家
族
の
保
険
料

は
年
間
3
0
0
万
円
の
所
得
の
場
合
53
万
円

に
な
る
。
高
す
ぎ
る
と
思
わ
な
い
か
。
5
億

円
の
基
金
積
立
と
、
別
に
繰
越
金
7
億
円
あ

る
の
だ
か
ら
値
下
げ
を
す
る
べ
き
。
ま
た
早

期
発
見
、
早
期
治
療
で
医
療
費
を
抑
え
る
た

め
に
も
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
正
規
の
保

険
証
を
交
付
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

他
の
医
療
保
険
と
比
べ
保
険
料
が

高
く
、
負
担
が
重
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、
減
免
な
ど
引
き
続

き
き
め
細
か
な
納
付
相
談
等
で
対
応
を
し
て

い
く
。
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
通
常
の
保
険

証
を
交
付
す
る
こ
と
や
、
基
金
を
保
険
料
の

引
き
下
げ
に
充
て
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

●
要
望　

自
治
体
の
1
番
大
事
な
役
割
は
市

民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
。
世
界
的
な
経

済
危
機
の
中
、
市
民
が
大
変
な
今
こ
そ
基
金

な
ど
を
活
用
し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
下

げ
を
す
べ
き
。
無
保
険
者
の
実
態
を
調
査
す

る
な
ど
、
お
金
の
心
配
を
し
な
い
で
病
院
に

か
か
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の
市
民
に
保
険
証

の
発
行
を
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

①
妊
婦
健
診
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

羽
曳
野
市
で
は
今
年
４
月
か
ら
14

回
の
助
成
と
な
り
、
里
帰
り
出
産
に
も
助
成

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
人
当
た
り
の

公
費
負
担
額
は
、
全
国
で
1
番
低
い
大
阪
府

の
平
均
よ
り
も
ま
だ
低
い
。
せ
め
て
国
が
初

め
に
公
費
負
担
を
し
た
５
回
は
、
お
金
が
な

く
て
も
検
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
無
料
に

し
、
残
り
9
回
を
助
成
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

●
答
弁　

助
成
額
は
現
在
変
更
す
る
考
え

は
な
い
が
、
大
阪
府
市
長
会
健
康
福
祉
部

会
を
通
じ
、
国
へ
充
分
な
財
政
措
置
を
要

望
し
て
い
る
。
大
阪
府
内
近
隣
各
市
の
動

向
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
た
い
。

②
子
供
の
医
療
費
助
成
拡
充
に
つ
い
て

●
質
問　

子
供
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
増

え
貧
困
化
が
進
む
中
、
せ
め
て
富
田
林
市

の
よ
う
に
入
院
、
通
院
と
も
小
学
校
３
年

ま
で
医
療
費
の
助
成
を
拡
充
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

●
答
弁　

昨
年
４
月
か
ら
４
歳
未
満
を
小

学
校
就
学
前
ま
で
に
引
き
上
げ
た
。
現
在
年

齢
の
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
が
、
国
へ

制
度
化
を
働
き
か
け
、
大
阪
府
や
近
隣
市
の

動
向
、
状
況
を
踏
ま
え
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

大
阪
府
は
妊
婦
健
診
、
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
と
も
に
全
国
最
低
。
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
国
に
恒
久
的
な
無

料
制
度
の
創
設
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
羽

曳
野
市
で
も
妊
婦
健
診
と
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
早
期
実
現
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

恵
我
ノ
荘
駅
前
の
開
発
に
つ
い
て

●
要
望　

駅
前
市
場
跡
は
、
7
月
か
ら
の

3
か
月
間
で
整
備
内
容
が
決
定
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
地
元
や
近
隣
地
権
者
、
周
り

で
営
業
を
し
て
い
る
方
々
の
意
見
が
盛
り

込
ま
れ
る
よ
う
に
、
業
者
と
も
早
い
段
階

で
話
し
合
い
や
説
明
会
を
持
つ
べ
き
。
駅

前
開
発
は
市
場
跡
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
じ

っ
く
り
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
安
全
第
一

で
府
道
や
踏
切
の
拡
幅
、
駅
の
ホ
ー
ム
等

も
含
め
計
画
を
立
て
、
青
写
真
を
つ
く
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
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金
銅
宏
親
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

●
質
問　

電
算
シ
ス
テ
ム
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
被
害
の
状
況
と
原
因

の
検
証
に
つ
い
て

●
答
弁　

ウ
イ
ル
ス
検
知
後
、
市
民
課
で
は

パ
ソ
コ
ン
２
台
、
支
所
で
は
１
台
の
み
で
業

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
証
明
書
発
行
等
に

支
障
が
生
じ
、
一
部
手
作
業
や
自
宅
に
お
届

け
す
る
対
応
と
な
っ
た
。
原
因
の
特
定
は
、

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
政
策
推
進
課
情
報
担

当
で
管
理
し
い
る
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
開
発

用
パ
ソ
コ
ン
の
一
部
が
原
因
と
ほ
ぼ
限
定
で

き
た
。
今
後
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
順
次
入

れ
か
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
と
強
化

を
行
な
う
と
と
も
に
、
万
が
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
停
止
の
際
に
も
、
窓
口
業
務
等
を
停
止

す
る
こ
と
な
く
機
能
を
継
続
で
き
る
よ
う
な

緊
急
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
運
用
に

つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
研
究
を
行
う
。
現
状
の

業
務
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
改
善
が
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
も

最
善
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
改
良
を
重

ね
、
市
民
の
皆
様
に
、
従
来
以
上
の
信
頼
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
と

運
用
に
努
め
る
。

●
要
望　

電
算
シ
ス
テ
ム
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
行
政
と
し
て
最
善
の

管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
市
民
の
皆
様
の

情
報
管
理
及
び
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
を
払

い
、
答
弁
に
も
あ
っ
た
事
業
費
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
伴
う
弊
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
民
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
窓
口
業
務
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
今
回
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様
か
ら

行
政
に
対
す
る
信
頼
回
復
に
努
め
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

●
質
問　

当
市
の
浸
水
被
害
が
予
想
さ
れ

る
場
所
及
び
今
ま
で
の
改
修
場
所
は
。
浸

水
被
害
を
最
小
限
度
に
防
ぐ
た
め
の
今
後

の
取
り
組
み
及
び
計
画
に
つ
い
て

●
答
弁　

当
市
の
浸
水
被
害
場
所
は
、
平

成
17
年
度
は
大
小
合
わ
せ
る
と
28
カ
所
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
間
す
ぐ
に
で

き
る
と
こ
ろ
は
即
対
応
を
し
て
き
た
。
こ

こ
数
年
の
主
だ
っ
た
浸
水
対
策
の
実
績
は
、

翠
鳥
園
住
宅
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
白
鳥
陵

北
側
の
流
出
水
路
や
軽
里
水
路
な
ど
の
ポ

ン
プ
場
へ
の
カ
ッ
ト
。
誉
田
青
陵
町
地
区

の
浸
水
対
策
と
し
て
、
王
水
川
の
拡
幅
並

び
に
ポ
ン
プ
場
へ
の
流
入
ゲ
ー
ト
の
改
修
。

広
瀬
地
区
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
南
北
３
ル

ー
ト
の
水
路
改
修
。
ま
た
、
駒
ケ
谷
小
学

校
北
側
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
小

学
校
北
側
の
市
道
部
分
に
受
水
槽
お
よ
び
、

2
0
0
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
を
２
台
設
置
し
て
、

飛
鳥
川
へ
強
制
排
水
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被

害
に
あ
っ
た
住
民
に
と
っ
て
は
、
一
刻
を
争

う
、
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
問
題
で
あ
る
。
行
政

と
し
て
は
夜
間
、
休
日
時
の
浸
水
現
場
へ
の

出
動
態
勢
を
充
実
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
被

害
場
所
も
毎
年
順
次
改
修
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
引
き
続
き
雨
水
整
備
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
大
変
安
心
し
た
。
先

日
も
過
去
に
浸
水
被
害
に
あ
っ
た
住
民
で
、

浸
水
対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
場
所

の
近
く
に
住
む
市
民
の
方
か
ら
、「
こ
れ
で

雨
が
降
っ
て
も
ま
く
ら
を
高
く
し
て
安
心

し
て
眠
れ
る
わ
」
と
喜
び
の
声
を
聞
い
た
。

市
民
の
皆
様
が
本
当
に
安
心
・
安
全
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
よ
い
羽
曳
野
市
と
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
今
後
と
も
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
く
要
望
す
る
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

野
良
犬
、
野
良
猫
の
頭
数
把
握
に

つ
い
て

●
答
弁　

野
犬
頭
数
の
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
府
で
捕
獲
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
2

年
府
内
で
5
6
7
8
頭
捕
獲
。
一
昨
年
は

7
0
7
頭
で
年
々
減
少
。
野
良
猫
に
関
す
る

相
談
は
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

●
質
問　

去
勢
手
術
や
避
妊
手
術
に
対
し
市

と
し
て
補
助
制
度
が
あ
る
の
か
。
動
物
愛
護

団
体
、
他
の
団
体
か
ら
制
度
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

府
内
の
２
、３
の
市
で
制
度
を
持

つ
が
、
問
題
点
も
指
摘
。

●
質
問　

羽
曳
野
市
と
動
物
愛
護
団
体
と
の

か
か
わ
り
は
。　

●
答
弁　

府
と
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ

て
い
る
。
市
に
は
申
し
入
れ
は
な
い
。

●
質
問　

捨
て
犬
、
捨
て
猫
に
対
す
る
市
と

し
て
の
今
後
の
対
応
は
。

●
答
弁　

野
良
猫
に
つ
い
て
、
ふ
ん
や
悪
臭

相
談
も
聞
く
。
命
あ
る
生
き
物
、
最
後
ま
で

愛
情
を
も
ち
適
切
に
管
理
す
る
、
安
易
に
野

良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
続

け
る
。

●
質
問　

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
被
害
の
現
状
は
。

●
答
弁　

マ
ナ
ー
を
啓
発
す
る
た
め
、
過
去

ペ
ッ
ト
ト
イ
レ
を
各
所
に
設
置
し
た
。
成
果

も
上
が
り
、
現
在
ふ
ん
の
回
収
袋
を
持
参
さ

れ
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

●
質
問　

今
後
市
と
し
て
の
啓
発
事
業
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
答
弁　

飼
い
主
に
ふ
ん
処
理
の
マ
ナ
ー
啓

発
、
ふ
ん
の
後
始
末
を
呼
び
か
け
る
看
板
を

希
望
さ
れ
る
自
治
体
な
ど
に
提
供
。
広
報
で

も
啓
発
を
継
続
し
て
実
施
。

●
質
問　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
発
生
状
況
に

つ
い
て

●
答
弁　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
害
虫
駆
除
の

ペ
ー
ジ
で
案
内
。
近
畿
、三
重
、愛
知
、岐
阜
、

静
岡
、
岡
山
、
山
口
、
福
岡
の
各
県
に
広
が

る
。
か
ま
れ
た
事
故
は
府
内
で
昨
年
9
件
。

●
質
問　

駆
除
の
方
法
は
。

●
答
弁　

ゴ
キ
ブ
リ
用
殺
虫
ス
プ
レ
ー
で

効
果
あ
り
。
ク
モ
の
卵
は
踏
み
潰
す
な
ど

し
、
確
実
に
処
理
を
。
こ
れ
は
今
後
の
生

息
数
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
。

●
質
問　

市
と
し
て
今
後
の
対
応
は
。

●
答
弁　

自
治
会
で
希
望
が
あ
れ
ば
、
駆
除

の
方
法
や
指
導
も
検
討
。
藤
井
寺
保
健
所

管
内
の
社
団
法
人
か
ら
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の

後
始
末
や
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
対
す
る
注

意
喚
起
の
看
板
な
ど
寄
贈
い
た
だ
く
予
定
。

●
質
問　

住
居
表
示
に
つ
い
て
現
在
の
状

況
は
。

●
答
弁　

実
施
面
積
85
・
3
%
。
人
口
の
84
・

8
%
。
郵
便
物
の
遅
配
、
誤
配
が
あ
る
場
合

な
ど
に
、
地
元
の
住
民
合
意
に
基
づ
く
要
望

書
を
提
出
。
市
が
住
居
密
集
度
を
判
断
し
、

現
地
調
査
、
地
元
説
明
会
、
住
居
表
示
審

議
会
の
答
申
を
受
け
議
会
の
議
決
後
決
定

す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
質
問　

乳
児
期
、
幼
児
期
、
学
童
期
、

思
春
期
に
分
け
て
、
集
い
、
相
談
で
き
る
場

所
や
教
室
が
あ
る
の
か
。
今
後
の
計
画
は
。

●
答
弁　

年
齢
別
親
子
教
室
で
は
1
0
0

組
参
加
。
子
育
て
サ
ロ
ン
等
で
の
相
談
は
約

6
0
0
件
。
発
達
相
談
は
1
4
6
回
3
3
4

人
。
言
葉
の
相
談
は
20
回
53
人
。
市
内
６

中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
し
、
相
談
活
動
を
実
施
。
今
後
も
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

●
要
望　

子
育
て
支
援
整
備
環
境
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
提
供
に
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
要
望
。

8
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
阪
で

も
広
が
る
中
、
党
議
員
団
は
市
長
に
そ
の
対

応
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
今
回
の

対
応
と
今
後
の
対
策
と
計
画
は
。

●
答
弁　

市
民
へ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ポ
ス
タ
ー
で
周
知
し
、
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
、
疑
い
が
あ
れ
ば
発
熱
外
来

病
院
を
案
内
し
、
保
健
所
と
も
緊
密
な
連
携

を
図
っ
て
き
た
。
今
回
を
教
訓
に
、
基
本
的

な
対
処
方
針
を
定
め
、
緊
急
時
の
行
動
計
画

の
策
定
と
備
蓄
物
品
の
確
保
、
感
染
防
止
に

努
め
て
い
く
。

●
要
望　

早
急
に
計
画
を
つ
く
っ
て
、
具
体

的
な
準
備
や
市
民
周
知
を
図
る
こ
と
。
ま
た

相
談
窓
口
や
保
健
所
の
体
制
強
化
の
た
め
の

人
員
確
保
を
強
く
要
望
す
る
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

①
小
児
夜
間
診
療
が
始
ま
り
半
年

が
た
っ
た
が
、
現
状
と
課
題
は
。
②
救
急
医

療
体
制
の
現
状
と
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

①
3
月
末
ま
で
の
患
者
数
は

1
1
2
3
人
で
市
民
周
知
は
す
す
ん
で
い

る
。
医
師
確
保
は
3
市
医
師
会
の
ほ
か
、
呼

吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
や
藤
井

寺
市
民
病
院
な
ど
の
勤
務
医
師
の
応
援
を
受

け
て
確
保
し
て
い
る
。
今
後
は
ま
ず
こ
の
事

業
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
最
重

要
課
題
で
あ
る
。
②
初
期
救
急
医
療
体
制
を

充
実
し
、
重
度
傷
病
者
へ
適
切
な
対
応
が
行

わ
れ
る
よ
う
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
る
。
4

月
か
ら
、
身
近
な
救
急
指
定
病
院
が
受
け
入

れ
で
き
な
く
て
も
、
当
番
病
院
を
決
め
患
者

を
確
実
に
受
け
入
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
に
機
能

し
て
い
る
か
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
小
児
科
の
二
次
救
急
病

院
の
確
保
に
努
め
た
い
。

●
要
望　

医
療
崩
壊
の
解
決
は
、
国
の
責

任
で
計
画
的
な
打
開
策
を
投
じ
る
こ
と
が

緊
急
の
課
題
。
市
長
を
先
頭
に
、
国
や
府

へ
の
施
策
財
源
確
保
の
た
め
の
行
動
を
強

く
要
望
。

介
護
保
険
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

介
護
保
険
は
10
年
目
を
迎
え
た

が
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
制
度
の
矛

盾
で
あ
る
。
①
新
介
護
認
定
制
度
は
実
態

よ
り
軽
度
に
な
ら
な
い
の
か
。
②
認
知
症

高
齢
者
の
支
援
体
制
と
今
後
の
計
画
は
。

●
答
弁　

①
こ
の
4
月
1
日
よ
り
認
定
制

度
が
変
わ
っ
た
が
、
国
通
知
で
申
請
者
の
意

思
に
よ
り
更
新
前
の
要
介
護
度
を
希
望
で

き
る
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
は
サ
ー
ビ
ス
抑
制
に
は
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
②
認
知
症
高
齢
者
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
支
援
し
て
い
る
。

特
に
認
知
症
、
徘
徊
者
対
応
は
南
河
内
圏
域

で
の
広
域
的
な
取
り
組
み
も
含
め
、
継
続
的

で
適
切
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
。

●
要
望　

介
護
保
険
を
使
う
人
は
殆
ど
が

年
金
収
入
の
み
の
低
所
得
者
。
要
介
護
者

を
切
り
捨
て
る
新
介
護
認
定
制
度
の
撤
回
、

介
護
保
険
の
抜
本
見
直
し
を
国
へ
強
く
要

望
を
。　
　
　
　

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
問　

親
の
経
済
状
況
が
悪
化
す
る
中
、

引
き
下
げ
ら
れ
た
基
準
を
引
き
上
げ
て
い

く
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
答
弁　

保
護
者
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
困
窮
家
庭

に
は
考
慮
す
る
が
、
基
準
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
状
況
で
は
な
い
。

●
意
見　

今
日
の
社
会
情
勢
の
下
、
子
ど

も
た
ち
の
実
態
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、

基
準
の
引
き
上
げ
を
早
急
に
実
現
す
べ
き
。
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●
質
問　

本
市
の
指
定
管
理
者
の
選
定
業
務

に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。
ま

た
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
指
針
で
は
、
原

則
と
し
て
公
募
に
よ
り
選
定
と
な
っ
て
い

る
。
公
募
と
な
っ
た
場
合
、
他
の
民
間
企
業

が
公
募
す
る
こ
と
に
な
り
、
競
争
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
外
郭
団
体
が
指
定
管
理
者
に

選
ば
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
十
分
起
こ
り

得
る
。
外
郭
団
体
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
し

て
、
市
の
補
完
的
な
業
務
を
行
う
必
要
性
か

ら
設
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
選
定
に
漏
れ
た
場
合
、
市
は
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
設
立
と
育
成
に
深
く
か
か

わ
っ
て
き
た
経
過
を
踏
ま
え
、
ど
う
対
処
す

る
お
つ
も
り
か
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

●
答
弁　

平
成
17
年
度
以
前
の
直
営
に
比
べ

て
、
利
用
者
数
、
利
用
料
金
と
も
増
加
し
、

ま
た
、
市
の
支
出
額
も
減
少
す
る
な
ど
、
制

度
導
入
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
評
価

し
て
い
る
。
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
市
の
内
部
組
織
で
行
っ
て
い
た
が
、
よ
り

一
層
の
透
明
性
、
客
観
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
こ
の
た
び
外
部
委
員
を
含
む
指
定

管
理
者
選
定
等
委
員
会
を
設
置
、
今
後
は
、

指
定
管
理
者
を
更
新
す
る
施
設
個
々
に
つ
い

て
公
募
、
非
公
募
の
募
集
方
法
や
募
集
要
項

等
の
選
定
方
法
を
決
定
の
上
、
８
月
に
募
集

を
行
う
。
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
提
出
さ
れ

た
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
全
体
経
費
の
縮

減
が
図
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
経
済
性
の
視

点
も
あ
る
が
、
地
域
と
の
連
携
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
を
反
映
す
る
仕
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
見
込
み
な
ど
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
選
定

す
る
。
公
募
と
な
っ
た
場
合
、
外
郭
団
体
は

他
の
民
間
企
業
と
の
間
で
競
争
に
な
り
、
委

員
会
が
外
郭
団
体
を
候
補
者
と
し
て
適
当
で

な
い
と
判
断
を
下
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
公
平
で
客
観
的
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
の
判
断
と
厳
正
に
受
け
と
め
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
民
間
活
力
を
導
入
し
て
、
さ
ら
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
深
め
て
い
く
と
い
う
立

場
の
中
で
、
議
会
も
含
め
た
施
設
管
理
を
運

営
す
る
委
員
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
も
考
え
、

議
員
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
や
業
者
の
皆

さ
ん
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
が

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

●
要
望　

当
然
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
っ

て
市
民
の
利
用
が
ふ
え
、
実
績
が
上
が
っ
て

い
る
施
設
も
あ
る
と
思
う
が
、
制
度
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

の
検
討
を
お
願
い
す
る
。
指
定
管
理
者
制

度
導
入
の
経
過
措
置
期
間
１
年
経
過
後
の

総
務
省
の
評
価
と
し
て
、
一
定
程
度
民
間

の
参
入
が
進
ん
だ
と
評
価
。
た
だ
し
、
指

定
管
理
者
制
度
は
あ
く
ま
で
も
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
民
間
企
業
に
参

入
機
会
を
与
え
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
て
、

民
間
を
優
遇
す
る
も
の
で
は
な
い
。
重
要
な

点
は
、
公
募
等
の
透
明
性
の
高
い
手
続
を
経

る
こ
と
で
あ
り
、
民
間
で
は
な
く
外
郭
団

体
が
選
定
さ
れ
て
も
、
選
定
経
過
が
公
平
、

公
正
で
あ
れ
ば
、
指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨

に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
最
適

な
団
体
が
ほ
か
に
い
な
い
こ
と
が
客
観
的

に
明
ら
か
な
場
合
や
地
域
の
需
要
や
目
的
、

性
質
に
よ
り
公
募
に
そ
ぐ
わ
な
い
施
設
は
、

施
行
後
の
解
約
、
公
の
施
設
は
住
民
福
祉

の
向
上
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
重
視
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
と
し
て
、

結
果
的
に
民
間
で
な
く
、
外
郭
団
体
等
が

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
に
任
せ
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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岡
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環
境
施
策
に
つ
い
て

●
質
問　

金
融
崩
壊
は
再
生
可
能
だ
が
、
環

境
破
壊
は
再
生
不
可
能
と
い
わ
れ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
の
校
庭
、

公
園
の
芝
生
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

●
答
弁　

太
陽
光
発
電
の
普
及
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
も
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
普
及
の
促
進
や
省
エ
ネ
推
進
の
点
で
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
国
で
は
、
約
2
0
0
億

円
の
予
算
に
よ
り
、
約
８
万
4
千
円
程
度
の

事
業
補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
市
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、

検
討
を
加
え
る
。
府
で
は
、
本
年
度
公
立
小

学
校
50
校
を
対
象
に
1
0
0
％
補
助
事
業
と

し
て
、
校
庭
の
芝
生
化
の
事
業
を
実
施
。
こ

れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
は
２
つ
の
学

校
で
取
り
組
み
を
始
め
る
が
、
鳥
取
方
式
を

参
考
に
、
大
阪
府
の
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
で
そ

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
市
内
1
8
5
カ

所
の
公
園
を
管
理
し
て
お
り
、
多
く
の
労
力

や
費
用
が
必
要
な
公
園
の
芝
生
化
は
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
日

常
管
理
が
よ
り
簡
単
で
手
間
や
費
用
が
余
り

か
か
ら
な
い
よ
う
な
芝
の
種
類
や
方
法
を
、

調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
。

安
心
・
安
全
に
つ
い
て

●
質
問　

①
羽
曳
野
市
立
小
中
学
校
で
耐
震

化
が
必
要
な
施
設
は
。
国
と
し
て
全
国
公
立

小
中
学
校
の
施
設
耐
震
化
施
策
は
。
②
兵
庫

県
西
宮
市
が
開
発
し
た
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
を
市
と
し
て
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

●
答
弁　

①
小
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
耐
震
化
率

は
38
・
1
％
と
な
り
、
大
阪
府
下
で
は
29

番
目
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
小
中

学
校
の
耐
震
化
を
鋭
意
進
め
て
い
き
た
い
。

②
兵
庫
県
西
宮
市
の
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
発
生
直
後
に
速
や
か
な
被
災
者

の
状
況
の
把
握
、
被
災
者
支
援
を
目
指
し
、

西
宮
市
の
職
員
が
短
期
間
の
間
に
大
型
汎

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
作
成
し
た
シ
ス
テ

ム
。
本
市
に
お
い
て
も
導
入
可
能
か
検
証

す
る
た
め
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
設
定
及
び
機

能
確
認
を
し
た
。
各
種
災
害
に
対
応
す
る

上
で
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
と
同
時
に
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
と
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
は
非
常
に
効
果
的
と
考
え
て
お
り
、

防
災
対
策
を
進
め
る
上
で
重
要
な
課
題
と

し
て
検
討
す
る
。

●
要
望　

１
カ
所
モ
デ
ル
学
校
を
指
定
し

て
、
大
規
模
な
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
、
地
域
住
民
に
も
啓
発
を
進
め
な
が
ら
、

太
陽
光
発
電
の
普
及
事
業
を
進
め
て
ほ
し

い
。
環
境
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
太
陽
光
発

電
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
対
し
て
独
自
の
助
成

制
度
も
ぜ
ひ
検
討
さ
れ
た
い
。
１
つ
モ
デ

ル
公
園
を
つ
く
っ
て
芝
生
化
を
実
施
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る
行

政
の
素
早
い
対
応
が
復
旧
、
復
興
に
は
不

可
欠
で
あ
り
、
被
災
時
に
被
災
者
の
氏
名
、

住
所
な
ど
の
基
本
情
報
や
被
害
状
況
、
避

難
先
、
被
災
者
証
明
書
の
発
行
な
ど
も
総

合
的
に
管
理
す
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

を
平
時
の
う
ち
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
十
分
研
究
し
、
早
期

に
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

財
産
区
賃
貸
期
限
切
れ
後
の
対
応
に
つ
い
て

●
質
問　

芋
地
池
の
賃
貸
借
契
約
が
、
本
年

８
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
が
、
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
、
期
限
が
切
れ
た
後
は
、
明

け
渡
し
を
求
め
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

●
答
弁　

契
約
更
新
は
し
な
い
旨
、
契
約
の

相
手
方
に
通
知
し
て
い
る
。
裁
判
の
判
決
が

確
定
し
た
後
の
取
り
扱
い
は
、
地
元
財
産
区

と
協
議
中
で
あ
る
。

●
質
問　

契
約
更
新
は
し
な
い
旨
を
通
知
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
賃
貸
借
契
約
が
消

滅
し
、
土
地
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
う
と
っ
て
い
い
の
か
。

●
答
弁　

現
在
、
裁
判
が
継
続
中
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
判
断
が
下
さ
れ
る
の
か
未
確
定

で
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
答
弁
は
控
え
た
い
。

●
意
見　

こ
の
問
題
は
、
判
決
に
従
っ
て
と

い
う
が
、
公
有
財
産
を
好
き
勝
手
に
使
っ
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
公
共
団
体
は
一

部
の
方
の
利
益
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、

住
民
全
体
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
原
則
に
立

っ
て
、
毅
然
と
し
た
対
応
が
必
要
。
そ
れ
で

な
け
れ
ば
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。

学
校
施
設
の
改
善
を
に
つ
い
て

●
意
見　

市
内
小
中
学
校
の
施
設
改
善
に
つ

い
て
ど
こ
が
課
題
で
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。
た
と
え
ば
、
校
舎
の
外
装
は
ど
う

か
、
ま
た
、
教
室
に
扇
風
機
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

建
物
の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
に

は
、
教
育
施
設
へ
の
影
響
等
を
考
え
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
在
、
教
育
施
設
の
安
全
・
安

心
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
耐
震
補

強
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
教
室
へ

の
扇
風
機
設
置
に
関
し
て
は
、
地
球
規
模
で

の
温
暖
化
の
現
状
や
近
隣
各
市
の
実
施
状

況
か
ら
い
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
る
が
、
耐
震
化
と
あ
わ
せ
要
望
し
て
い

き
た
い
。

●
質
問　

学
校
施
設
改
善
に
つ
い
て
は
、
い

つ
も
壁
に
突
き
当
た
る
の
が
財
源
、
そ
れ

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
財
政
課
と
し

て
教
育
施
設
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

●
答
弁　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
の
成

長
の
た
め
環
境
づ
く
り
に
対
応
し
な
け
れ

ば
と
考
え
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
何

が
最
善
か
を
検
討
し
、
必
要
な
事
業
が
で

き
る
よ
う
予
算
措
置
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
扇
風

機
な
ど
施
設
改
善
に
つ
い
て
は
、
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
最
善
の
教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
と
い
う
使
命
の
も
と
全
力
を
尽

く
す
よ
う
要
望
。

地
域
の
防
犯
体
制
に
つ
い
て

●
質
問　

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
家
庭

で
、
外
出
し
た
際
に
、
空
き
巣
に
入
ら
れ

る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
防
犯

に
つ
い
て
の
意
識
の
啓
蒙
や
「
具
体
的
に

施
錠
は
」
な
ど
の
研
修
・
講
座
を
集
会
所
等

で
市
と
し
て
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

現
在
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
、
警
察
、
市
が
連
携
し
防
犯
教
室
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。
今
後
地
域
の
役
員
さ

ん
等
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、
実
情
に
応
じ

て
、
随
時
防
犯
教
室
を
開
い
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

区
長
さ
ん
や
、
防
犯
委
員
さ
ん

な
ど
の
要
請
に
よ
っ
て
、
防
犯
教
室
を
開

い
て
い
く
と
の
こ
と
。
是
非
専
門
家
と
も

相
談
し
な
が
ら
積
極
的
に
開
く
よ
う
要
望
。
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委
員
長　

樽
井
佳
代
子

                   

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
お
い
て
付
託
を

受
け
た
〔
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）〕
に
つ
い
て
審
査
を
し

ま
し
た
。

　

質
疑
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
国
の
２
次
補
正
予
算
で
措

置
さ
れ
、
大
阪
府
が
基
金
化
し
た
補
助
事
業

の
「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
」
の
活
用
に

つ
い
て

①
緊
急
雇
用
・
公
園
緑
地
環
境
整
備
事
業
管

理
業
務
に
つ
い
て

②
緊
急
雇
用
・
史
跡
地
等
環
境
適
正
化
業
務

に
つ
い
て

③
緊
急
雇
用
・
文
化
財
保
管
遺
物
管
理
整
理

業
務
に
つ
い
て

　

主
要
な
公
園
や
緑
地
、
史
跡
等
の
適
正
管

理
を
行
う
た
め
、
除
草
や
樹
木
の
剪
定
な
ど

の
業
務
委
託
を
実
施
し
、
良
好
な
景
観
形
成

を
行
い
、
訪
れ
る
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
利

用
、
見
学
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、

発
掘
調
査
し
て
き
た
遺
物
の
一
元
的
な
管
理

を
行
い
、
教
育
機
関
や
出
版
社
等
へ
の
情
報

提
供
等
の
対
応
を
充
実
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
化
等
の
業
務
を
委
託
す
る
。
こ
れ
ら
の
事

業
は
、
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
平

成
23
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
で
計
画
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

④
市
町
村
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
に
つ

い
て

　

大
阪
府
の
1
0
0
％
の
補
助
事
業
で
１
校

当
た
り
75
万
円
の
補
助
が
つ
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

⑤
定
額
給
付
金
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

　

６
月
10
日
現
在
、
対
象
件
数
４
万

８
8
3
7
件
、
う
ち
４
万
５
1
5
1
件
の
申

請
が
あ
り
、
約
17
億
円
が
支
払
済
み
で
、
約

３
6
0
0
件
の
未
申
請
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

以
上
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

視
察
報
告

民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
日
程　

４
月
16
日
～
17
日

○
視
察
先
及
び
視
察
内
容

【
北
海
道
旭
川
市
】

①
中
心
市
街
地
子
ど
も

広
場
事
業
に
つ
い
て

【
北
海
道
美
瑛
町
】

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
に
つ
い
て

建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
日
程　

４
月
16
日
～
17
日

○
視
察
先
及
び
視
察
内

容【広
島
県
呉
市
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ

い
て

②
定
住
支
援
に
つ
い
て

【
広
島
県
広
島
市
】

①
住
ま
い
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て

編
集
後
記

　

６
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
者
が
17

名
と
な
り
、
私
が
知
る
限
り
最
も
多
い
人

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
羽
曳
野
市
議
会
議
員

選
挙
が
８
月
23
日
告
示
、
８
月
30
日
投
票

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
編
集
委

員
で
の
最
後
の
市
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

選
挙
後
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
市
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
議
会

だ
よ
り
の
内
容
が
更
に
充
実
さ
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
に
関
し
て
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　
　

岩
田
賢
二
郎　
　

井
上　

裕
美

　
　
　

小
田　

敏
朗　
　

笹
井
喜
世
子

　
　
　

笠
原
由
美
子　
　

松
村　

尚
子

　
　
　

花
川　

雅
昭

10
月
定
例
会
日
程

10
月
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
。

10
月
１
日
（
木
）	

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

　
　

２
日
（
金
）	

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

　
　

５
日
（
月
）	

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

　
　

７
日
（
水
）	

本
会
議
（
議
案
審
議
）

　
　

15
日
（
木
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

19
日
（
月
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

20
日
（
火
）	

予
備
日

　
　

21
日
（
水
）	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

22
日
（
木
）	

予
備
日

　
　

23
日
（
金
）	

民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　

26
日
（
月
）	

建
設
企
業
常
任
委
員
会

11
月
２
日
（
月
）	

本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
一

部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
日
程　

平
成
21
年
４
月
13
日
～
14
日

○
視
察
先
及
び
視
察
内
容

【
富
山
県
高
岡
市
】

①
生
涯
学
習
施
設
「
ウ

イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高

岡
」
に
つ
い
て

②
中
心
商
店
街
活
性
化

セ
ン
タ
ー
「
わ
ろ
ん
が
」

に
つ
い
て

【
富
山
県
富
山
市
】

①
エ
コ
タ
ウ
ン
交
流
推

進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

５
月
28
日
（
木
）　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

  

○
幹
事
長
会
議

５
月
29
日
（
金
）　

○
本
会
議
第
１
日
目

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
審
議

                      

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

６
月
3
日
（
水
）　

○
本
会
議
第
２
日
目

                     
・
議
案
審
議

                      

○
幹
事
長
会
議

６
月
10
日
（
水
）　

○
本
会
議
第
３
日
目

                      

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

                      

○
幹
事
長
会
議

６
月
11
日
（
木
）　

○
本
会
議
第
４
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

６
月
12
日
（
金
）　

○
本
会
議
第
５
日
目

                      

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

                      

○
幹
事
長
会
議

６
月
15
日
（
月
）　

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
19
日
（
金
）　

○
幹
事
長
会
議

６
月
24
日
（
水
）　

○
議
会
運
営
委
員
会

                       

○
本
会
議
第
６
日
目

                      

・
委
員
長
報
告

                      

・
追
加
議
案
審
議

                      

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

定
例
会
の
あ
ゆ
み

○
議
会
運
営
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
１
日
目

　

・
議
案
審
議

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
本
会
議
第
２
日
目

　

・
議
案
審
議

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

　

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
４
日
目

　

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
５
日
目

　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
６
日
目

　

・
委
員
長
報
告

　

・
追
加
議
案
審
議

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会




